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平成２年札幌雪まつりより

北海道腎臓病患者連絡協議会
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ま

今
年
は
卵
年

北
海
道
腎
臓
病
患
者
連
絡
協
議
会

会
長
岩
崎

　

子
供
の
頃
私
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
沿
岸

の
片
ｍ
｝
舎
で
、
馬
の
仲
間
と
し
て
育

っ
た
。

　

当
峙
吾
家
に
は
、
農
耕
馬
が
七
、

八
頭
居
て
、
春
先
に
は
一
斉
に
仔
馬

が
産
れ
た
。

　

可
愛
か
っ
た
が
秋
に
な
る
と
、
親

と
仔
別
れ
の
場
而
に
何
度
も
山
合
っ

た
。
親
馬
は
涙
を
流
し
、
仔
馬
は
半

狂
乱
に
な
り
噺
く
、
寂
し
い
娶
き
を

カ
ー
杯
体
で
し
め
す
の
で
あ
っ
た
。

そ
ん
な
時
私
は
子
供
心
に
学
校
も
ソ

コ
ソ
＝
に
し
て
一
目
算
に
帰
り
仔
馬

の
そ
ば
で
一
日
中
遊
ん
だ
も
の
で
あ

る
。

　
　

。
仔
別
れ
の
駿
馬
噺
く
草
紅
葉
”

薫

洋
戦
争
の
さ
な
か
、
吾
家
で
産
れ
た

馬
も
、
陸
甲
省
の
軍
馬
と
し
て
何
頭

か
徴
兵
さ
れ
出
馬
し
て
行
っ
た
が
、

二
度
と
帰
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
戦
争

の
陰
の
戦
力
と
し
て
知
る
人
は
余
り

に
も
少
な
い
。

　

冬
に
な
り
雪
が
降
る
と
、
裸
馬
に

鞭
打
っ
て
乗
っ
た
。
落
馬
し
て
も
雪

が
あ
る
と
ケ
ガ
を
し
な
い
た
め
で
あ

る
。
随
分
と
落
馬
し
た
が
か
す
り
化

程
度
で
あ
っ
た
。
小
学
校
六
年
生
の

頃
に
な
る
と
、
競
馬
の
ジ
ョ
ッ
キ
に

な
る
か
な
と
思
っ
た
く
ら
い
乗
馬
が

得
意
で
あ
っ
た
。
口
常
は
馬
を
友
達

と
し
た
口
々
で
あ
っ
た
。

　

そ
う
そ
う
今
年
は
午
年
で
す
。
馬

て
、
昔
か
ら
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た

利
口
な
動
物
で
す
。

　

で
も
最
近
は
馬
を
見
か
け
る
こ
と

が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
ま
し
た
。
八

万
二
千
頭
、

間
柄
を
反
映
し
て
、
馬
に
つ
い
て
の

諺
や
漢
字
が
豊
祐
で
す
。

　

「
馬
が
噺
く
と
天
父
か
よ
く
な
る
」

と
か
「
馬
が
は
ね
る
と
雨
に
な
る
」

と
い
う
地
域
が
あ
る
か
と
思
え
ぱ
、

一
方
で
は
「
晴
れ
る
」
と
反
対
の
意

見
を
言
う
地
域
も
あ
り
ま
す
。

　

馬
偏
の
つ
く
文
字
も
い
ろ
い
ろ
あ

り
ま
す
。
駅
、
駐
車
場
な
ど
は
現
代

の
重
要
な
交
通
用
語
で
す
。

　

か
つ
て
馬
が
活
躍
し
た
時
代
が
し

の
ば
れ
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
初
も
う
で
や
合
格
祈
願

に
奉
納
す
る
絵
馬
は
、
も
と
は
神
社

や
寺
に
馬
を
本
納
す
る
代
わ
り
に
馬

の
絵
を
書
い
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

さ
て
今
年
は
馬
力
ア
ッ
プ
し
て
大

い
に
頑
張
り
ま
す
か
。
そ
れ
と
も
馬

耳
東
風
・
：

　

マ
イ
ペ
ー
ス
で
の
ん
び
り
と
い
き

ま
す
か
。

　

何
れ
に
し
て
も
ウ
マ
く
一
年
を
乗

り
切
り
継
康
で
居
た
い
も
の
で
す

ね
。
皆
の
衆
。
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わ
れ
て
い
る
馬
の
一
番
最
近
の
数
で

す
。

　

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
乗
馬
用
で
、
農

耕
馬
、
ば
ん
馬
（
荷
を
ひ
か
せ
る
馬
）

な
ど
は
少
数
派
で
す
。

　

人
類
が
馬
を
家
畜
と
し
て
飼
い
始

め
た
の
は
牛
よ
り
も
遅
く
紀
元
前
四

千
年
頃
と
推
定
さ
れ
て
居
ま
す
。
そ

し
て
、
今
日
ま
で
迎
搬
用
、
農
耕
用
、

乗
馬
用
は
勿
論
戦
争
や
狩
猟
に
も
馬

は
登
劣
し
ま
す
。

‐

　

戦
争
が
始
ま
っ
て
日
支
市
変
、
太
平

　

は
人
間
と
意
志
の
か
よ
う
家
帝
と
し

　
　

こ
う
し
た
馬
と
人
間
と
の
密
接
な●l



●

第
一
四
一
回
運
営
委
員
会
報
告

全
骨
協
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

苫

小

牧

つ

-

し

会

　

磨

　

岡

　

達

　

夫

一
月
十
三
'
十
四
日
両
日
戸
山
サ
ソ

ラ
イ
ズ
に
於
て
会
長
以
下
十
四
名
が
出

席
し
行
わ
れ
ま
し
た
｡

報
告
額
項
と
し
て
'
(
1
)
一
九
九
°

年
度
厚
生
省
予
罪
に
つ
い
て
説
明
､

(
二
)
内
部
障
苦
者
に
対
す
る
運
賃
割

引
制
度
の
適
用
拡
大
､
(
≡
)
エ
リ
ス
ロ

ポ
エ
チ
ソ
の
製
造
承
認
､
(
四
)
脳
死
臨

調
設
置
法
の
成
立
､
(
五
)
都
道
府
県
腎

移
植
推
進
情
報
セ
ン
タ
ー
､
(
六
)
内
部

降
雪
者
問
題
研
究
会
報
告
J
t
U
投
出
､

(
七
)
他
E
B
体
関
係
に
つ
い
て
'
(
八
)

そ
の
他
活
動
記
存
､
(
九
)
ブ
ロ
ッ
ク
報

告
へ
　
(
十
)
会
計
報
告
が
そ
れ
ぞ
れ
担
当

●

者
か
ら
説
明
報
告
が
あ
り
ま
し
た
｡

討
議
事
項
と
し
て
は
'
(
l
)
分
担
金

引
き
上
げ
に
と
も
な
う
規
約
改
正
案
と

会
計
処
理
規
定
改
正
案
に
つ
い
て
柳
田

財
政
部
長
か
ら
原
案
が
挺
出
さ
れ
､
一

部
修
正
東
認
さ
れ
､
(
二
)
第
五
八
回
幹

事
会
は
三
月
十
日
午
後
二
時
よ
り
'
十

一
日
午
後
二
時
迄
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
で

行
な
い
へ
　
そ
の
時
の
議
題
､
議
長
な
ど

が
決
め
ら
れ
､
神
奈
川
県
腎
友
会
の
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
へ
､
全
腎
協
よ
り
案

内
状
を
送
付
す
る
事
他
が
決
ま
り
ま
し

た
｡
(
≡
)
二
〇
周
年
記
念
事
業
に
つ
い

て
は
小
林
事
務
局
長
よ
り
提
案
が
あ

り
'
事
業
企
画
案
に
つ
い
て
は
原
案
了

承
ー
取
組
み
の
具
体
案
と
体
制
に
つ
い

て
は
次
回
に
新
た
め
て
挺
案
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
'
(
四
)
組
織
強
化
月
間
準
備

に
つ
い
て
長
谷
川
組
織
部
長
よ
り
提
案

さ
れ
､
(
-
)
ボ
ス
タ
～
の
作
成
'
(
2
)

会
長
名
で
未
加
入
病
院
へ
の
加
入
の
訴

え
を
送
付
､
(
3
)
｢
全
腎
協
｣
　
の
P
R

版
を
作
る
､
そ
の
他
が
決
め
ら
れ
､
(
五
)

八
九
年
度
活
動
報
告
､
九
〇
年
度
活
動

方
針
案
に
つ
い
て
骨
子
案
の
投
棄
後
'

出
席
者
の
意
見
を
も
と
に
事
務
局
が
成

文
化
し
次
回
運
営
委
員
会
で
検
討
す
る

こ
と
､
(
六
)
　
そ
の
他
と
し
て
､
(
-
)

国
会
諮
顧
日
を
変
更
し
四
月
十
二
日
に

延
期
'
(
2
)
絶
会
に
つ
い
て
分
科
会
テ

ー
マ
､
形
式
な
ど
を
決
め
終
了
し
ま
し

た
｡

第
一
四
二
回
全
腎
協
運
営
委
員
会
報
告

全
腎
協
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

苫

小

牧

つ

-

し

会

　

壌

　

岡

　

達

　

夫

会
議
は
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
に
て
会
長

以
下
十
二
名
が
出
席
し
'
二
月
十
七
､

十
八
両
日
に
わ
た
り
行
わ
れ
ま
し
た
｡

ま
ず
報
告
事
項
と
し
て
　
(
1
)
医
療

法
改
正
'
｢
二
一
世
紀
を
め
ざ
し
た
今
後

の
医
療
供
給
体
制
の
あ
り
方
｣
に
つ
い

て
の
説
明
(
今
月
の
恰
報
N
q
2
2
参
照
)

(
二
)
高
齢
者
保
健
福
祉
推
進
十
カ
年

戦
略
(
高
齢
者
福
祉
十
年
ゴ
ー
ル
ド
プ

ラ
ン
)
な
る
も
の
の
説
明
が
あ
っ
た
が

こ
れ
は
全
て
が
実
現
す
る
こ
と
は
非
常

に
難
し
い
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
｡
ま
た

実
現
し
て
も
北
欧
な
ど
に
比
べ
る
事
で

は
な
さ
そ
う
で
す
｡
(
≡
)
第
二
〇
回
総

会
に
つ
い
て
の
第
一
回
実
行
委
員
会
が

一
月
末
に
行
わ
れ
総
会
概
要
､
準
備
､

参
加
者
の
動
只
､
会
員
交
流
会
'
臨
時

透
析
な
ど
を
討
議
さ
れ
た
､
(
四
)
泊
込

編
集
会
議
が
二
月
初
旬
行
わ
れ
1
年
間

の
編
集
へ
特
筆
記
事
に
つ
い
て
話
し
合

い
が
も
た
れ
､
(
五
)
組
織
強
化
月
間
用

ボ
ス
タ
-
 
､
P
R
舵
が
作
成
中
と
の
事
､

(
六
)
他
団
体
と
の
関
係
に
つ
い
て
'

特
に
全
難
連
に
つ
い
て
は
来
年
度
一
年

間
は
全
腎
協
の
意
見
を
伝
え
な
が
ら
様

子
を
見
て
全
腎
協
の
態
度
を
決
め
る
事

と
L
t
　
(
七
)
会
計
報
告
が
あ
り
'
(
八
)

そ
の
他
の
報
告
､
説
明
が
な
さ
れ
承
認

さ
れ
ま
し
た
｡

討
議
事
項
と
し
て

(
一
)
総
会
提
出
議
案
に
つ
い
て
'
(
-
)

八
九
年
度
活
動
報
告
'
(
2
)
同
決
罪
報

告
､
(
3
)
九
〇
年
度
運
動
方
針
案
'
(
4
)

同
予
井
案
､
(
5
)
規
約
改
正
案
､
(
6
)
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国会請願署名･募金結果報告

本年も､腎疾患総合対策の早期確立を要望する請願と難病患者などの医療と

活の保障を要望する請願に取り組みました｡

全道の会員の皆様が､熱心に運動を進めた結果､署名人数は､全腎協分が17,1

人､ JPC分が8,819人､募金の方は､全腎協が､ 1,239,233円､ JPCが222,902円

となりました｡

会員の皆様のご協力に厚くお礼申し上げます｡

国会諭甑署名･募金艶計表

全tlJ描 價PC 

プロッタ名 剌趨ｼ 嶋�r�有名書丑 

札伴 儉l.4:,A ��1.980 �32�3�2�

小* �1.762 ��cb纉#2�1.058 �4ﾆﾂ���ﾂ�

旭川 �1,870 ��Cb縱���776 �3ゅ�ビ�

椎rq 儖 ���0 問�

bTiUi �7il7 鼎b��R苒�4ー柑 ��R飫��

退席 �1.758 舶E2��鵜2� ��

苫小牧 冲Il 塔���C��490 �#R纉S��

ヽー■ 剿¥31 �����#S��TOO ��

滝川 僖 ���0 飛�

+M �968 免ﾇ"帝K��655 �#B���ﾃ"�

一li �1.374 痴#"ﾃ�c｣"�1.431 途纉���

舵 ��821 ��R�����410 途ﾃ#S��

■ ��57鴇 �#r緜sR�3(治 澱縱S��

絹別 �0 ����O ����

夕.2i 冤lT ��定ｷ$B�171 湯��Tﾂ��

ギ,L見 ��348 湯纉#B�lJ9 �2�����

i工胃 ��0 ��ｶ��0 ���

浦河 �250 鼎�纉���189 �#"�8帚��

牡1号ー 刳ｹ9 �"菷ﾅ4箸�ー叶 ���

千成 �206 釘ﾃ3���～ ���

.汁 �17.181 ��8.819 �##"纉�"�

ス
ロ
ー
ガ
ン
案
が
投
出
さ
れ
た
が
､
衆

院
選
結
果
の
出
て
い
な
い
う
ち
な
の
で

そ
の
結
果
に
よ
り
'
活
動
報
告
'
運
動

方
針
案
の
字
句
の
変
更
も
あ
り
'
ま
た

部
分
的
修
正
､
追
加
'
削
除
が
行
わ
れ
､

事
務
局
に
て
作
成
さ
れ
る
番
と
な
り
'

幹
事
会
前
に
各
幹
事
へ
原
案
が
送
付
さ

れ
る
番
と
な
り
ま
し
た
｡
予
井
案
に
つ

い
て
も
1
部
修
正
が
な
さ
れ
ブ
ロ
ッ
ク

活
動
費
が
各
二
〇
%
増
と
云
う
案
と
な

り
ま
し
た
o
　
(
二
)
族
費
規
程
'
慶
弔
規

定
改
正
案
に
つ
い
て
は
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
､
(
≡
)
二
〇
周
年
記
念
事
項
に

つ
い
て
も
大
ま
か
な
こ
と
は
了
東
さ

れ
'
(
四
)
国
会
請
願
に
つ
い
て
も
細
部

は
次
回
運
営
委
月
会
送
り
と
な
り
､

(
五
)
九
〇
年
活
動
日
程
に
つ
い
て
は

t
部
変
更
さ
れ
了
泉
さ
れ
終
了
し
ま
し

た
｡

l

董

●



死
体
腎
2

'J

病
院
で
同
時
移
植

昨
年
(
平
成
元
年
)
　
の
十
f
月
二
十

七
日
道
内
で
は
u
s
腎
を
除
い
て
'
九

年
ぶ
り
'
市
立
札
幌
病
院
に
｢
地
方
腎

移
植
セ
ン
タ
ー
｣
が
昭
和
五
十
九
年
に

設
置
さ
れ
か
ら
初
め
て
'
し
か
も
札
幌

北
檎
病
院
と
の
二
ヶ
所
で
同
時
に
二
人

の
患
者
さ
ん
に
死
体
腎
移
植
が
行
わ

れ
へ
　
二
人
の
患
者
さ
ん
と
も
経
過
が
順

調
と
の
番
で
､
私
達
透
析
患
者
に
は
大

変
な
朗
報
で
し
た
｡

現
在
全
道
に
は
人
工
透
析
を
受
け
て

い
る
人
は
約
三
五
〇
〇
人
､
｢
地
方
腎
移

植
セ
ン
タ
ー
｣
　
に
豊
餐
し
て
い
な
い
人

も
含
め
る
と
移
植
希
望
者
は
一
〇
〇
〇

人
を
超
え
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
o

北
海
道
腎
バ
ン
ク
に
死
後
の
腎
挺
供

を
登
録
さ
れ
て
い
る
数
は
昨
年
十
月
末

日
現
在
で
'
一
〇
'
五
六
三
名
と
な
っ

て
い
ま
す
o
 
1
 
O
'
〇
〇
〇
人
の
登
録

者
か
ら
1
名
程
度
の
投
供
著
し
か
得
ら

れ
な
い
状
況
を
考
え
れ
ば
四
桁
も
五
桁

も
腎
提
供
登
録
者
が
不
足
し
て
い
ま

す
｡
脳
死
の
問
題
で
社
会
的
コ
ソ
セ
ン
サ

ス
が
得
ら
れ
て
い
な
い
現
状
で
は
前
途

多
難
で
あ
る
事
は
確
か
で
す
が
'
今
回

の
死
体
腎
移
柵
の
成
功
は
透
析
者
に
生

き
る
希
望
と
光
を
与
え
る
と
共
に
社
会

的
に
も
大
き
な
関
心
を
呼
び
起
こ
し
て

く
れ
た
事
と
私
達
は
確
信
し
て
い
ま

す
｡
叔
後
に
今
回
移
棉
さ
れ
た
お
二
人
が

自
己
管
理
に
留
意
さ
れ
元
気
に
過
ご
さ

れ
る
蔀
を
祈
念
致
し
ま
す
.

な
お
へ
今
回
ど
う
じ
ん
に
は
､
死
体

腎
移
机
を
お
こ
な
っ
た
平
野
先
生
よ
り

と
'
移
柵
を
う
け
た
A
さ
ん
へ
の
イ
ソ

ク
ビ
ユ
-
と
報
道
記
事
を
の
せ
ま
し

た
｡

死
体
腎
移
植
を
実
施
し
て

市
立
札
幌
病
院
地
方
腎
移
植
セ
ン
タ
ー

腎

移

植

科

　

平

　

野

　

哲

　

夫

昨
年
十
1
月
二
十
七
日
､
当
地
方
腎

移
柵
セ
ン
タ
ー
が
昭
和
五
十
九
年
十
l

月
に
発
足
し
て
は
じ
め
て
の
死
体
腎
提

供
が
実
現
し
'
二
つ
の
腎
臓
は
各
三
二

二
才
と
四
三
才
の
男
性
に
移
枚
さ
れ
へ

そ
の
後
'
順
調
に
回
復
し
腎
故
能
も
正

常
で
社
会
復
熔
し
ま
し
た
.
こ
の
度
は
'

そ
の
経
過
に
つ
い
て
簡
単
に
解
介
し
､

今
後
の
我
々
の
問
題
の
整
理
に
な
れ
は

と
筆
を
と
っ
た
次
第
で
す
.

｢
　
は
じ
ま
り

十
1
月
十
三
日
脚
午
前
一
〇
時
､
外

来
診
察
中
に
と
っ
た
電
話
が
第
一
報
で

あ
り
ま
し
た
｡
国
立
札
幌
病
院
救
命
救

急
セ
ン
タ
ー
高
松
秀
彦
部
長
か
ら
で

｢
腎
提
供
の
可
能
性
が
あ
る
患
者
が
い

る
が
'
現
在
札
幌
で
受
入
れ
る
体
制
は

如
何
か
フ
･
｣
と
い
う
内
容
で
し
た
｡

ち
な
み
に
高
松
医
師
は
昨
年
厚
生
省

が
全
国
l
 
O
病
院
に
任
命
し
た
腎
移
植

推
進
見
(
腎
移
植
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
-
)

と
な
っ
た
は
か
り
と
の
こ
と
で
'
そ
の

こ
と
も
我
々
と
し
て
は
初
耳
で
あ
り

色
々
腎
移
植
に
つ
い
て
禁
か
さ
れ
た
次

第
で
す
｡
｢
患
者
は
三
二
才
男
性
で
'
四
日
前

に
交
通
事
故
で
頭
部
外
傷
を
負
い
現
在

人
工
呼
吸
器
で
維
持
し
て
い
る
が
救
命

は
不
可
能
と
思
い
ま
す
｡
ま
だ
家
族
と

話
し
も
し
て
い
な
い
が
'
も
し
提
供
の

可
能
性
が
あ
な
ら
話
し
合
い
た
い
｣
と

の
こ
と
で
'
我
々
　
(
西
垣
技
師
と
私
)

は
直
ち
に
国
立
札
幌
病
院
に
向
い
ま
し

た
｡

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
こ
れ
迄
一
〇
回

位
あ
り
'
結
局
腎
提
供
が
実
現
し
な
か

っ
た
(
こ
れ
ま
で
の
)
経
過
か
ら
向
う

我
々
は
半
信
半
疑
の
状
態
で
し
た
Q
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国
立
札
幌
病
院
で
高
松
部
長
は
｢
十

分
に
腎
提
供
の
可
能
性
が
あ
る
と
考
え

る
の
で
'
執
会
を
み
て
家
族
に
話
し
て

み
ま
す
｣
と
い
う
こ
と
に
な
り
､
こ
こ

で
直
ち
に
腎
割
出
の
待
擁
体
制
(
血
液

型
判
定
な
ど
の
準
備
､
腎
創
出
器
具
､

腎
保
存
畢
具
､
腎
保
存
液
な
ど
の
用
意

な
ど
)
　
に
入
り
ま
し
た
｡

腎
創
出
が
行
わ
れ
た
十
一
月
二
十
七

日
迄
に
は
実
に
十
四
日
間
を
要
し
た
こ

と
に
な
り
ま
す
｡

十
1
月
十
四
日
的
夕
方
｢
家
族
の
方

に
若
干
の
混
乱
も
あ
っ
た
よ
う
だ
が
､

万
1
の
場
合
に
は
腎
提
供
に
同
意
す
る

と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
｡
｣
と
の
高
松

部
長
か
ら
の
御
電
話
を
い
た
だ
き
､
い

よ
い
よ
更
に
本
格
的
な
待
汝
体
制
に
入

り
ま
し
た
｡
(
特
に
人
員
の
問
題
で
'

昼
･
夜
･
休
日
な
ど
の
別
に
連
絡
で
き

直
ち
に
集
ま
れ
る
体
制
を
作
る
た
め
で

す
)
直
ち
に
､
提
供
予
定
者
よ
り
少
量
の

血
液
採
血
を
御
厳
い
し
､
市
立
札
幌
病

院
に
て
'
西
垣
技
師
が
白
血
球
型
(
H

L
A
塾
)
　
の
判
定
を
は
じ
め
'
赤
血
球

型
(
A
B
O
型
)
､
白
血
球
型
か
ら
も
っ

と
も
近
い
塀
に
二
〇
名
の
腎
移
植
希
望

患
者
が
選
択
さ
れ
ま
し
た
.

そ
の
選
択
さ
れ
た
腎
移
植
希
望
患
者

の
受
持
医
･
患
者
自
身
と
連
絡
を
と
り
､

途
中
三
名
が
断
っ
た
り
連
絡
が
つ
か
な

か
っ
た
り
し
ま
し
た
が
､
結
局
市
立
札

幌
病
院
と
札
幌
北
棟
病
院
に
登
録
さ
れ

て
い
る
患
者
各
一
名
計
二
名
が
リ
ス
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
た
次
第
で
す
｡
腎
移
概
が

実
現
す
る
ま
で
に
は
こ
の
日
か
ら
十
三

日
も
の
長
い
日
が
綬
き
ま
す
｡
患
者
と

は
今
後
の
連
絡
方
法
､
透
析
の
ス
ケ
.
シ

ュ
ー
ル
な
ど
を
十
分
に
確
認
し
た
上
で

緊
密
に
連
絡
を
と
り
あ
う
こ
と
と
し
ま

し
た
｡

二
､
血
圧
低
下

こ
の
間
も
毎
日
朝
晩
二
回
の
患
者
の

状
態
報
告
が
定
期
的
に
行
わ
れ
'
待
機

●

体
制
も
引
き
絞
い
て
い
ま
す
｡

十
1
月
二
十
二
日
㈹
'
高
松
部
長
よ

り
｢
体
動
時
な
ど
に
低
血
圧
が
出
現
し

心
停
止
の
可
能
性
が
な
い
わ
け
で
は
な

い
｣
と
の
連
絡
を
い
た
だ
き
'
午
後
'

先
に
市
立
病
院
で
用
意
し
て
い
た
腎
劉

出
器
具
'
腎
保
存
半
'
腎
保
存
液
な
ど

を
国
立
札
幌
病
院
に
搬
入
し
不
時
に
備

え
置
い
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま
し

た
｡
こ
の
日
の
午
後
に
市
立
札
幌
病
院
の

予
定
患
者
は
入
院
し
ま
し
た
｡

二
十
三
日
的
投
供
患
者
の
血
圧
低
下

が
一
時
的
に
出
現
し
た
と
の
連
絡
が
あ

り
､
こ
の
日
よ
り
(
結
局
二
十
七
日
昼

過
ぎ
ま
で
)
医
師
1
名
･
検
査
技
師
1

名
が
国
立
札
幌
病
院
の
錠
の
部
屋
を
借

り
て
二
四
時
間
泊
り
込
む
こ
と
と
な
り

ま
し
た
｡

二
十
三
日
は
文
化
の
日
で
休
日
で
し

た
が
'
直
ち
に
北
大
病
院
騨
尿
蕃
科
'

閑
利
盛
医
師
'
札
幌
中
央
病
院
伊
東
隆

医
師
､
吉
田
祐
一
医
師
'
札
幌
北
檎
病

院
久
木
田
和
丘
医
師
が
国
立
札
幌
病
院

に
集
ま
り
､
実
際
の
体
制
に
つ
い
て
綿

密
な
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
ま
し
た
｡

二
十
四
日
軸
に
は
札
幌
北
棟
病
院
の

予
定
患
者
も
入
院
し
こ
こ
に
万
全
の
体
　
　
●
野
猿
提
供
箕
銀
の
手
順
●

制
が
整
っ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
.●
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二
十
五
日
的
､
二
十
六
日
側
と
血
圧

は
徐
々
に
低
下
し
就
け
て
い
ま
し
た

が
､
尿
丑
は
ま
ず
ま
ず
心
拍
数
も
あ
ま

り
変
ら
な
い
状
態
が
就
い
て
い
ま
し

た
｡
西
垣
技
師
と
私
は
常
に
繁
栄
し
な

が
ら
､
時
々
a
:
=
の
上
に
ね
こ
ろ
が
り
新

聞
を
読
ん
だ
り
､
又
､
時
々
各
所
と
電

話
連
絡
を
と
り
な
が
ら
連
日
を
過
ご
し

て
い
ま
し
た
｡

●

三
㌧
無
尿
と
な
り
時
間

が
た
っ
て
ゆ
-

除
々
に
低
下
し
て
い
た
血
圧
は
遂
に

二
十
七
日
朝
四
時
に
は
六
〇
台
と
な
り

尿
も
ほ
と
ん
ど
出
な
い
状
態
と
な
っ
て

き
た
た
め
､
心
停
止
が
間
近
い
と
予
想

さ
れ
直
ち
に
閑
･
伊
窯
･
吉
田
医
師
が

か
け
つ
け
､
市
立
病
院
も
北
檎
病
院
も

い
つ
で
も
手
術
可
能
の
体
制
と
な
り
ま

し
た
｡午
後
l
時
五
〇
分
心
臓
が
停
止
し
'

●

死
亡
宝
告
と
同
時
に
家
族
と
の
別
れ
を

告
げ
て
い
た
だ
き
､
心
マ
ッ
サ
ー
ジ
を

し
な
が
ら
直
ち
に
提
供
予
定
の
三
二
才

の
男
性
は
手
術
室
に
移
送
さ
れ
ま
し

た
｡
既
に
手
洗
い
も
終
え
た
医
師
三
名
に

よ
り
直
ち
に
消
毒
し
布
が
か
け
ら
れ
メ

ス
が
入
り
､
大
動
脈
よ
り
挿
入
さ
れ
た

カ
テ
ー
テ
ル
に
よ
っ
て
腎
臓
の
冷
却
が

開
始
さ
れ
た
の
が
二
時
l
〇
分
頃
で
し

た
｡
(
無
尿
と
な
っ
て
か
ら
八
時
間
が
経

過
し
た
わ
け
で
す
｡
)

午
後
三
時
に
は
左
腎
が
割
出
さ
れ
直

ち
に
冷
却
し
っ
つ
腎
動
脈
よ
り
保
存
液

に
て
推
流
し
､
滅
菌
し
た
保
存
器
に
入

れ
'
手
術
室
入
口
で
待
機
し
て
い
た
札

幌
北
棟
病
院
の
医
師
に
手
渡
さ
れ
運
ば

れ
午
後
五
時
よ
り
腎
移
植
手
術
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
｡
午
後
三
時
三
〇
分
に
は

右
腎
が
劉
出
さ
れ
同
様
の
手
順
を
へ
て

西
垣
技
師
に
よ
り
市
立
札
幌
病
院
に
運

ば
れ
午
後
七
時
よ
り
腎
移
植
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
o

国
立
札
幌
病
院
で
の
す
べ
て
の
作
業

終
了
後
'
遺
族
の
方
々
に
腎
提
供
の
御

礼
を
述
べ
に
国
立
札
幌
病
院
を
後
に
し

粥
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i
り
残

札
幌
で
死
体
腎
移
植

苦
-
年
ぶ
-
2
男
性
'
経
過
順
調

市
立
札
吸
的
院
や
移
姐
セ
ン

タ
ー
は
二
十
台
H
H
J
お
先
息

重

り

出

し

皇

(

じ

ん
そ
う
)
之
咽
の
二
人
の
J
r
b
i

桝
祭
に
移
牡
す
る
こ
と
に
成

功
､
術
汝
一
カ
月
験
の
漣
翁
も

竹
前
な
こ
と
を
明
ら
か
に
L

L
J
.
心
片
死
若
ら
の
>
移
他

は
滋
内
で
九
年
ぶ
り
､
三
例
日
.

干
満
亮
当
し
た
平
野
有
夫

･
悶
セ
ン
J
n
鼓
せ
セ
ン
タ

ー
t
L
移
)
科
医
生
ら
に
よ
る

と
､
嚢
覇
は
札
秋
和
円

の
三
十
二
庇
の
粥
件
.
移
牡
を

受
け
た
の
は
向
市
内
の
三
十
二

議
と
四
十
二
議
の
朗
畦
二
人
｡

船
供
前
は
十
t
月
初
め
交
速

事
故
に
よ
っ
て
国
立
農
閉
院

に
収
野
さ
れ
た
が
'
そ
の
珠
死

亡
が
遷
さ
れ
た
た
め
'
担

当
駄
脈
が
憲
L
一
畳
の
舶
匠
n

安
打
澄
.
蓑
の
蓋
が
出
た

こ
と
に
奇
'
平
野
阪
触
ら
が

セ
ン
タ
ー
に
誉
し
い
る

移
整
叩
実
三
白
六
十
人
余
り

か

ら

.

墓

墓

宅
と
に
今
回
の
男
性
二
人
を

一

訳

t

 

F

T

蔓

て

い

L

P

十
1
月
二
十
七
日
午
紋
'
事

故
の
粥
性
の
､
#
死
が
ず
渡
さ

れ

た

ち

岡

仇

の

q

義

山
､
二
時
間
陳
に
而
立
魚
桝

院
と
北
抽
(
冨
っ
)
珂
院

(
良
和
白
石
は
)
で
そ
れ
ぞ

れ
侍
っ
て
い
た
隻
に
移
牡
手

術
美
恵
｡
嘉
は
約
四
時
仰

か
か
っ
志
功
､
そ
の
給
料
仔

ま

で

特

別

蓮

台

反

蔓

ら

れ
す
'
操
墓
と
い
う
.

基
移
J
Q
W
火
J
t
は
竜
に

け
で
n
q
束
ま
で
に
百
十
一

例
.
大
部
留
生
体
寡
損
｣

や
1
死
体
山
王
砂
牡
は
十
高
.

こ
の
･
つ
も
十
三
軌
は
外
閑
の
聯

死
市
か
ら
基
を
.
竹
入
.
し

た
ケ
ー
ス
で
､
放
り
の
二
例
だ

け
が
一
九
八
〇
咋
(
昭
和
t
t
十

十
是
T
)
'
苅
丙
の
､
山
F
死
市
か

ら
移
菱
≠
r
し
た
と
い
う
.

二
十
七
日
裏
金
見
し
た
平

野
医
師
と
片
岡
正
光
･
同
内
院

副
院
長
は
｢
今
回
の
成
功
に
は

補
任
噂
の
免
葡
刑
の
翼

嚢
に
な
っ
て
い
る
.
主

の
人
工
蔓
り
て
い
る
人

は
半
円
に
三
千
菟
白
人
､
移
岨

長

平

す
る

人

竿

ハ

に
も

述

し
て
い
る
｣
と
訟
っ
t
r

黒
雲
に
死
汝
､
自
分

の
芸
轟
n
す
る
人
た
ち
の

団
体
に
は
｢
財
印
正
人
北
海
止

昌
パ
ン
ク
｣
が
あ
り
'
現
托
企

撃
は
穎
円
に
1
万
円
内
人
｡

点
書
に
生
き
る
希
望

q
L
･
I
M
t
■
■
■

萱

の

伝

　

票

の

多

く

が

董

P

L

嘉

た

に

持

て
る
す
ぼ
ら
し
い
出
来
事
.
令

徐
の
麦
に
期
待
し
た
い
.
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提
供
は
⊥
人
の
男
性

誓
十
等
､
1
拳
ん
は
十
]
年
し

て
い
た
も
の
で
二
人
と
も
募

蔓

と

い

う

｡

今
回
豊
は
､
轟
止
集
り

t
g
蔓
ン
わ
た
は
丑

_
し
て
い
な
か
っ
た
が
､
慧

書
し
毒
し
て
も
ら
っ
た
｡

れ
ま
で
に
も
あ
っ
ち
こ
の
十
五
回

の
う
ち
±
二
回
は
_
入
書
(
U
8

>
)
k
J
と
い
う
｡
し
か
し
､
い
ず
れ

も
事
一
し
た
†
片
の
8
曲
が
些
ト

し
､
空
言
篭
り
出
し
て
い
る
｡

壷

､

斗

円

け

瓶

三
手
五
百
人
世
U
t
1
]
百
六
十
九
人

葦
レ
て
い
q
l
方
■

バ
ン
ク
へ
妻
は
､
一
万
二
r
百

七
十
九
人
(
九
月
垂
)
い
奄

た
の
が
午
後
四
時
四
〇
分
す
ぎ
で
し

た
｡
腎
移
植
を
受
け
た
患
者
三
二
才
男
性

(
透
析
歴
一
四
年
)
　
お
よ
び
四
三
才
男

性
(
透
析
歴
二
年
)
　
は
､
腎
移
植
後

の
急
性
腎
不
全
の
た
め
三
-
七
回
の
血

液
透
析
を
必
要
と
し
ま
し
た
が
'
尿
が

出
は
じ
め
腎
機
能
も
正
常
に
回
復
し
社

会
復
嬢
を
果
し
て
い
る
こ
と
は
誠
に
菩

ば
し
い
こ
と
で
す
.
こ
の
提
供
者
は
角

膜
も
二
人
に
提
供
さ
れ
良
好
な
結
果
と

の
こ
と
で
本
当
に
事
は
し
い
こ
と
と
思

い
ま
す
｡●

四
､
必
要
な
腎
移
植
推

進
員
(
腎
移
植
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
)

今
回
は
高
松
部
長
が
腎
移
植
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
活
躍
し
た
こ
と
が

腎
提
供
の
大
き
な
要
田
と
な
っ
て
い
ま

す
｡

●

昭
和
五
十
九
年
五
月
財
団
法
人
｢
北

海
道
腎
膿
バ
ン
ク
｣
が
発
足
後
､
腎
捉

供
登
餐
老
数
は
一
万
名
を
越
え
ま
し

た
｡
腎
提
供
登
録
カ
ー
ド
　
(
ド
ナ
ー
カ

ー
ド
)
所
有
者
の
中
か
ら
提
供
通
報
が

こ
れ
ま
で
当
地
方
腎
移
植
セ
ン
タ
ー
に

九
例
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
が
､
死
亡
原

田
･
年
齢
な
ど
か
ら
腎
提
供
実
現
に
至

っ
て
い
ま
せ
ん
｡

当
地
方
腎
移
植
セ
ン
タ
ー
が
発
足

後
'
五
〇
例
を
越
え
る
血
縁
生
体
腎
移

植
が
道
内
で
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
o
当

腎
移
植
科
で
も
二
九
例
の
血
縁
生
体
腎

移
植
を
行
っ
て
い
ま
す
が
､
一
千
名
を

越
え
る
と
い
わ
れ
る
道
内
の
死
体
腎
移

植
希
望
老
に
と
っ
て
は
腎
移
植
は
宝
-

じ
に
あ
た
る
と
同
じ
よ
う
な
も
の
で
し

た
｡
し
か
し
今
回
の
死
体
腎
移
植
の
実

現
は
大
き
な
福
音
で
す
｡

そ
の
意
味
で
も
､
来
年
度
よ
り
当
地

方
腎
移
植
セ
ン
タ
-
に
も
配
匠
が
予
定
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さ
れ
て
い
る
腎
移
椴
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

-
の
活
躍
が
是
非
必
要
な
わ
け
で
す
C

五
､
最
後
に

死
体
腎
捉
供
の
経
過
を
述
べ
る
こ
と

は
誠
に
勇
気
の
い
る
こ
と
で
あ
り
'
提

供
さ
れ
た
御
家
族
の
心
情
を
考
え
る

時
､
本
当
に
感
謝
の
心
で
一
杯
で
す
｡

実
際
の
経
過
を
缶
い
た
理
由
は
ま
さ
に

一
人
の
患
者
の
｢
死
｣
と
二
人
の
患
者

の
｢
生
｣
と
い
う
全
-
逆
の
状
態
が
作

り
出
さ
れ
る
場
面
'
お
よ
び
関
係
者
の

非
常
な
努
力
に
よ
っ
て
し
か
成
り
立
た

な
い
事
案
だ
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い

た
だ
き
た
か
っ
た
た
め
で
あ
り
ま
す
｡

今
回
の
死
体
腎
移
植
の
実
施
に
あ
た

り
､
提
供
さ
れ
た
方
の
御
冥
福
を
御
所

り
す
る
と
共
に
､
御
遺
族
の
方
々
に
待

-
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
｡
(
原
則
と
し

て
'
私
達
は
､
提
供
者
の
氏
名
､
提
供

-
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
ー

●

を
受
け
た
患
老
の
氏
名
は
発
表
し
な
い

と
い
う
立
場
を
と
っ
て
お
り
ま
す
の
で

こ
の
よ
う
な
か
き
方
に
な
る
こ
と
を
御

了
東
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
｡
)

国
立
札
幌
病
院
の
高
松
部
長
'
他
の

I
C
U
の
担
当
者
の
方
々
､
手
術
室
の

方
々
事
務
当
局
の
方
々
に
は
本
当
に
有

り
難
う
こ
ざ
い
ま
し
た
o

又
'
劉
出
に
際
し
て
の
各
病
院
の
医

師
の
御
協
力
に
も
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
｡
最
後
に
'
今
回
の
腎
移
植
を
受
け
た

患
者
が
(
透
析
歴
十
四
年
･
無
尿
が
十

四
年
間
競
い
た
た
め
､
1
日
の
飲
水
立

は
弧
c
c
に
1
4
年
間
制
限
さ
れ
て
い
た
o
)

｢
腎
移
植
を
受
け
て
何
が
う
れ
し
い
と

い
う
よ
り
水
分
が
十
分
に
飲
め
る
こ
と

が
う
れ
し
い
｣
と
語
っ
て
い
る
こ
と
を

述
べ
私
の
記
録
の
終
わ
り
と
し
た
い
と

思
い
ま
す
｡

●

十
七
歳
の
頃
か
ら
､
十
三
年
八
カ
月
で

し
た
透
析
を
初
め
て
す
ぐ
に
腎
移
植
を
希
望

し
て
い
ま
し
た
か
ー

腎
移
植
を
し
た
い
気
持
ち
は
あ
り
ま
し

た
が
へ
手
術
に
対
す
る
不
安
な
ど
で
登

容
は
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
｡
登
録
し

た
の
は
四
～
五
年
前
で
す
.

い
つ
で
も
腎
移
植
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
､
自
己
管
理
な
ど
､
気
を
付
け
て
い

た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
7

特
に
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
｡

自
分
が
　
(
死
体
腎
)
移
植
を
受
け
ら
れ

る
と
は
､
考
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
か

ら
o
F
移
植
の
た
め
の
輸
血
と
か
は
し
て
い

ま
し
た
か
～

し
て
い
ま
せ
ん
｡

今
回
腎
移
植
を
受
け
た
時
ど
ん
な
ふ
う

に
思
い
ま
し
た
か
7

殻
初
､
電
話
を
受
け
た
時
は
､
実
感
が

と
も
な
わ
ず
､
た
だ
｢
ハ
イ
､
ハ
イ
｣

と
だ
け
言
っ
て
い
ま
し
た
｡

そ
の
後
､
落
ち
老
い
て
か
ら
は
､
や
ろ

う
と
い
う
気
持
ち
と
反
面
不
安
な
気
持

ち
が
あ
り
ま
し
た
｡
や
め
た
い
よ
う
な

瑞
持
ち
も
あ
り
ま
し
た
o

手
術
を
受
け
て
日
が
さ
め
た
時
ま
ず
何

を
思
い
ま
し
た
か
-

ま
ず
､
傷
が
痛
か
っ
た
で
す
｡
そ
れ
と

麻
酔
が
完
全
に
き
れ
て
は
い
な
-
て
'

ま
だ
ボ
ー
ッ
と
し
て
い
ま
し
た
｡

遣
腎
協
事
務
局
に
て

こ
の
度
死
体
腎
移
植
を
受
け
た
A
さ
ん

平
成
二
年
二
月
六
日
(
火
)

こ
ん
に
ち
わ
｡
今
日
は
わ
ざ
わ
ざ
と
う
　
ま
ず
は
じ
め
に
透
析
歴
は
ど
の
-
ら
い

も

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

｡

　

　

　

　

で

し

た

か

-
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最
初
に
尿
が
出
た
時
は
ど
ん
な
ふ
う
に

恩
い
ま
し
た
か
-

最
初
の
時
は
､
管
が
入
っ
て
い
た
の
で
､

自
分
で
は
わ
か
ら
ず
'
先
生
に
｢
出
て

い
る
｣
と
1
.
n
わ
れ
て
'
腎
膿
が
つ
い
た

ん
だ
と
思
い
ま
し
た
｡

管
を
と
っ
て
か
ら
は
､
勝
朕
が
小
さ

く
て
1
0
0
m
-
ら
い
し
か
た
ま
ら

ず
'
何
回
も
ト
イ
レ
に
行
き
､
大
変
で

し
た
｡

手
術
後
透
析
は
受
け
ま
し
た
か
?
受
け

た
と
し
た
ら
､
何
回
-
ら
い
で
し
た

カ
7
.

三
回
'
二
時
間
づ
つ
し
ま
し
た
｡

そ
の
後
は
し
て
い
ま
せ
ん
｡

手
術
後
か
ら
ど
ん
な
種
類
の
策
を
ど
ん

な
ふ
う
に
飲
ん
で
い
ま
す
か
-

シ

ク

B

ス

ポ

リ

ソ

'

プ

レ

ド

エ

ソ

､

プ

レ

ジ

エ

ソ

'

ナ

シ

ェ

ッ

ト

､

ノ

イ

エ

ル

､

ゲ

フ

ァ

ニ

ー

ル

､

.

ハ

ク

ク

ー

､

タ

ガ

メ

ッ
ト
な
ど
い
ろ
い
ろ
飲
ん
で
い
ま
す

(
免
疫
抑
制
剤
､
胃
の
薬
な
ど
)

シ
ク
t
l
ス
ポ
リ
ン
は
朝
晩
1
･
4
此
_
･
2
加
と

二
回
､
プ
レ
ド
ニ
ソ
も
朝
晩
1
0
咽
､
5

喝
､
プ
レ
ジ
L
L
ソ
は
朝
だ
け
畑
咽
と
い

う
よ
う
に
き
ち
ん
と
飲
ま
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
｡

で
も
最
初
か
ら
み
る
と
す
こ
し
へ
り
ま

し
た
｡

今
､
舌
も
気
を
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
事
は
ど
ん
な
こ
と
で
す
か
ー
ま
た
､

ど
ん
な
事
に
気
を
使
っ
て
い
ま
す
か
～

感
染
症
に
か
か
ら
な
い
こ
と
で
す
｡

風
邪
な
ど
を
ひ
か
な
い
よ
う
に
､
人
ご

み
な
ど
は
さ
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
｡
あ
と
は
､
塩
分
に
気
を
つ
け
て
い
ま
す
｡

そ
れ
と
､
尿
の
歪
を
体
重
で
み
て
い
る

の
で
'
朝
晩
測
っ
て
い
ま
す
｡

体
温
は
朝
'
血
圧
は
朝
'
寝
る
前
と
測

っ
て
い
ま
す
.

入
院
期
間
は
ど
の
く
ら
い
で
し
た
か
～

手
術
し
て
か
ら
､
一
カ
月
半
く
ら
い
で

退
院
し
ま
し
た
｡

現
在
の
生
活
は
ど
ん
な
ふ
う
で
す
か
-

制
限
な
ど
は
あ
り
ま
す
か
～

塩
分
に
気
を
つ
け
て
い
る
く
ら
い
で
他

は
あ
り
ま
せ
ん
｡

普
通
の
生
活
を
し
て
い
ま
す
｡

退
院
後
の
通
院
は
-

最
初
は
1
週
間
に
1
回
､
現
在
は
二
週

間
に
1
回
'
将
来
(
半
年
後
に
)
　
は
､

1
カ
月
に
一
回
と
な
る
予
定
で
す
｡

移
棟
を
し
て
一
番
変
わ
っ
た
と
思
う
事

は
何
で
し
ょ
う
か
～

透
析
に
行
か
な
く
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ

う
か
｡

そ
し
て
'
食
事
も
お
い
し
い
で
す
｡
ま

●

た
汗
が
で
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

今
日
は
い
ろ
い
ろ
と
ど
う
も
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
｡

･

イ

ン

タ

ビ

ュ

ー

を

終

え

て

-

薬
の
せ
い
か
､
い
く
ぷ
ん
顔
が
､
ふ
っ

く
ら
と
し
た
よ
う
な
A
さ
ん
で
し
た

が
､
と
て
も
元
気
そ
う
で
し
た
｡

暖
か
く
な
っ
た
ら
'
働
き
た
い
と
話
し

て
い
ま
し
た
｡

透
析
を
受
け
な
く
と
も
'
い
ろ
い
ろ
気

を
つ
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
事
が
あ
る

よ
う
で
す

ま
ず
は
､
良
か
っ
た
で
す
ね
｡
そ
し
て

●

気
を
つ
け
て
頑
張
っ
て
下
さ
い
o
(
あ
ゆ
み
)

追
記
三
月
十
四
日
､
道
議
会
に
お
い
て
横

路
知
事
は
'
腎
不
全
患
者
の
移
植
を
円

滑
に
推
進
す
る
た
め
に
､
道
内
の
医
科

大
学
､
医
療
機
関
な
ど
が
技
術
交
流
や

情
報
交
換
を
行
う
｢
腎
移
植
連
絡
協
議

会
｣
を
､
新
年
度
中
に
設
置
す
る
方
針

を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
｡
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｢

あ

碧

さ

き

い

吾

　

妻

日

に

し

こ

巧

壷

妻
ト
け
て
も
足
n
な
い
ー
暮
旨
で
誓

っ
て
い
t
T
J
｡
E
立
替
m
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
妻
.

暑

事

亡

.

I

･

b

 

E

｡

二

日

㌧

H

e

L

 

k

l

I

O
l
r
巧
.
塁
だ
対
可
撃
で
I
篭
り
I
l
た

･
一
十
二
言
'
た
り
て
農
に
つ
い
で
着

∴
･
d
M
け
_
q
h
で
○
-
､
へ
'
r
=
て

…
川
柳
l
t
n
s
q
 
'
頴
絹
…
周
や
っ
と
同
意

M
鎚
が
雛
;
犀
円
か
ら
異
姐
が
明
那
舶
約
叩
約
m
報
卵
鮎
川
耶
醐
耶
即
が
…

は

各

【

窒

叩

芸

　

界

柏

餅

と

し

妻

蕃

つ

お

り

毒

B

I

･

そ

=

荒

,

l

±

ぎ

E

+

書

だ

､

W

r

呼

の

■

p

T

U

芝
で
持
元
い
｡
悪
霊
ら
は
V
み
て
垂
K
し
そ
7
　
う
｡
と
､
◆
拝
r
古
､
き
い
.
薯
　
I
j
J
.
･
わ
き
ん
生
-
つ
け
な
い

r
d
B
:
_
こ
尤
も
の
は
や
一
二
と
み
た
た
､
菱
■
セ
ン
タ
⊥
l
鼓
し
た
い
一
と
'
k
什
芹
き
つ
　
T
】
E
竹
-
再
J
L
J
j
L
リ
･
L
L
I
D
 
L
l
こ
藁
ソ
山
H
u
j
つ
J
J
]
/
く

-
岸
い
｣
A
r
事
外
什
兼
壷
っ
　
r
空
け
て
か
ら
､
t
h
り
F
,
｣
と
蕪
の
巾
E
,
た
っ
空
人
山

て
き
た
｡
砂
t
b
T
t
印
し
た
と
い
が
心
一
死
や
け
つ
よ
う
な
t
と
な
対
.
妻
､
i
E
E
l
の
L
L
主

●

っ
て
い
て
J
J
壬
J
L
た
ち
っ
七
つ
一
軍
ポ
し
て
い
た
.
王
(
ち
か
書
写
ソ
ン
ア
ル
リ
ー
カ
⊥
委

し
い
こ
と
巧
菅
一
へ
な
ら
)
要
署
も
r
憂
-
八
と
卓
)
上
皇
て
い
も
.
苛
事
実

で
か
っ
k
J
と
.
▲
空
事
｡
　
群
貫
れ
て
い
な
い
中
で
晃
で
　
(
し
け
よ
し
)
学
盲
辻
丁
叢

刊
.
L
T
;
紅
絹
H
:
:
l
T
.
,
絹
叫
き
■
 
,
H
H
H
い
叩
.

;.I:I:':-.‥:. ･..I:d･･. Li:･TT;･1. 4貼州

耶
㍑
f
川
晃
よ
毒
手
霞
､
書
等
.
J
W
詔
i
詔
書
#

A
J
J
.
_
■
■
り
J
_
J
J
I
J
.
I
.
f
 
r
a
.
q
r
t
J
J
･
.
t
r
.

と
こ
壷
臼
の
4
'
]
人
言
(
.
t
室
っ
F
 
U
=
暮
で
室
L
q
芸
人

t

食

に

r

書

て

　

二

十

塁

王

丁

一

々

車

十

律

Z

の

董

r
だ
め
で
も
い
い
で
す
｡
1
E
=
T
,
も
Q
t
ル
｢
■
▲
書
萱
一
切
や
申
し
入
れ
､
九
人
壷

l
司
で
も
書
く
t
U
か
し
て
T
さ
い
]
　
毒
し
号
室
り
毒
た
が
､
五
人
a
t
.
.
"
抄
架
せ
れ

う
｡
銀
■
の
呼
人
に
､
…
　
芸
り
､
要
分
t
筈
■
　
…
　
て

し
ん
で
い
る
人
が
い
も
U
･
幸
'
書
.
よ
っ
F
こ
の
他
､
血
貰
毒
一

髪
で
知
り
､
至
上
薫
†
あ
が
つ
ら
か
ゥ
た
｣

の
L
.
;
'
L
ト
仰
t
I
､
　
　
J
N
q
こ
{
L
J
.
｢
L
･
.
 
'
1

十
四
日
と
十
℃
臼
の
巧
M
　
｢
禁
書
且
i
ほ
つ
い
て
､

脳
死
の
患
者
を
抱
え
た

家
族
に
提
供
呼
び
か
け

の
■
ナ
に
つ
い
て
青
く
l
臣
事
れ

T
J
t
畏
い
)
毒
せ
い
裏

山
E
M
伯
】

零

の

誉

化

つ

い

て

蓋

t
l
"
P
F
も
l
k
'
m

宅

‖

▲

章

な
い
の
q
重
い
雇

V

.

要

り
が
な
か
っ
蓋
大
書
い
)
と

.
_
■
■
上
｢

■

化

ぎ

r

妻

T
 
m
･
J
t
.
▼
■

V

の

至

芸

わ

れ

も

J
J
い
r
J
,
A
J
Y
王
F
l

し
て
J
t
D
い
'
署

I

_

!

(

.

-

　

冨

レ
考
し
て
あ
ー
だ
)
(
叩
t
a
b

I
)
と
､
n
-
ヂ
ィ
ス
ー
タ
ー
等

【
に
軍
t
壬
　
■

夢
だ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
I
せ

芸

事

て

い

や

董

万

人

､

う

轟

-

　

<

T

I

J

k

が

那

別

(
メ
P
V
命
担
E
十
.
苛
符
q
パ
ン
ク
の
な
い
と
こ
ろ
は
Z
]
九
抹
+
]
兄
で
二
十
冒
十

蛋
パ
ン
ク
欝
ソ
'
q
荘
蛋
q
い
す
r
l
む
四
い
{
犬
〃
】
十
ハ
<
章
の

室

生

市

付

け

エ

て

い

わ

廿

は

､

璽

恥

重

工

,

F



北海道地方腎移植センター市立札幌病院への
死体腎移植希望登録方法

I :来院の場合

来院日の予約が必要です｡

連絡先　市立札幌病院　腎移植科外来　TEL 011-261-2281内338

来院しましたら1階8番の腎漉移植相談室で受付をして2階の腎巌移植

診療室においで下さい｡

HLA型判定のため15ne､抗体チェックとダイレクトクpスマッチ用と

して5m七の採血と､先生からの話があります｡

※登録料として5千円必要です｡

ⅠⅠ :輸送の場合

輸送の場合も予約が必要です｡

(D HLA判定用血液:ティスポ注射券にへパt)ソ5nE(5000単位)を入れ､

血液を15-20mE採血し空気を約2mt吸い込みよくかくはんして下さい｡

②　抗体チェック､ダイレクトクpスマッチ用血液

患者血括2mBを適当な容尊に入れてください｡

尚､血措分離用遠心扱がない場合は､試験管に採血後､血球が固まるま

で室温で放置し､その上椿を容器に入れて下さい｡ (多少赤血球がはいって

も構いません)

③　腎移植希望者登録蓑に必要事項を記入して下さい｡

⑥　豊鍵科5千円

以上G)～⑥をその日の午後4時までに届くように下記まで送って下さ

い｡ (輸送は室温で構いません)

送付先　〒060　札幌市中央区北1粂酉9丁目

市立札幌病院　　腎移植科

平　野　哲　夫
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★
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★
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★
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名齢彙所

★
透
析
歴

★
通
院
病
院

★
家

　

族

永
井
健

三
八
才

会
社
口

函
館
巾

鳥
居
泌
以
器
科
仄
院

四
人

脳
ｙ

″
Ｅ
ミ
Ｊ

出
ｒ
Ｓ
、
ぐ

ﾚｰ｜

永
井

　

健

一
、
透
析
導
入
ま
で
の
経
過

　

Ｓ
五
ト
八
年
五
月
に
会
片
の
健
康
診

断
で
尿
タ
ン
パ
ク
が
山
て
い
た
の
で
精

密
検
在
を
し
た
と
こ
ろ
、
俊
性
腎
炎
に

な
っ
て
い
た
．

　

そ
の
後
、
五
年
間
皿
院
し
た
の
ち
、

Ｓ
六
十
三
年
．
月
透
析
導
人
し
た
．

ニ
、
現
在
の
日
常
生
活
は
ど
う
過
ご
し

　

て
い
る
か

　

月
曜
‐
か
ら
土
昭
‐
ま
で
会
社
勤
め

で
透
析
は
辿
一
．
．
回
、
刈
、
水
、
金
の
．
一

部
（
中
夜
間
）
で
川
時
間
透
析

Ξ
、
食
事
な
ど
の
自
己
管
理
で
注
意
し

　

て
い
る
事
は

　

体
重
増
加
を
中
一
目
．
．
．
％
、
中
二
目

屁
％
を
維
持
す
る
こ
と
と
、
水
分
、
塩

分
の
注
意
を
し
て
い
る
．

　

透
析
導
人
が
早
か
っ
た
た
め
な
の

＞｜

か
、
何
を
食
べ
て
も
あ
ま
り
検
介
数
値

は
悪
く
な
ら
な
い
方
で
あ
る
。

四
、
体
力
維
持
に
対
す
る
工
夫
は

　

特
に
体
力
４
　
　
持
の
た
め
の
運
動
は
し

て
い
な
い
が
規
川
正
し
い
生
活
し
て
い

る
。

五
、
将
来
に
対
す
る
希
望
は

２３

移
植
を
受
け
て
、
健
康
な
体
に

も
ど
り
た
い

透
析
時
間
の
細
縮

陣
害
老
の
雇
川
拡
大

ブ
ロ
ツ
り
便
り

旭
川
ブ
ロ
ッ
ク

四
川
圓
９
回
２
会
回
ａ
ｂ
肺
図
９
会

新年会参加者全員で

　

去
る
二
月
四
日
節
分
の
‐
で
少
々
お

く
れ
た
感
は
あ
り
ま
し
た
が
、
新
年
会

を
北
海
ホ
テ
ル
で
行
い
ま
し
た
。
元
気

な
患
者
は
殆
ど
参
加
し
大
変
楽
し
か
っ

た
と
好
評
で
し
た
。

　

も
と
も
と
会
の
迎
営
は
病
院
の
協
力

と
理
解
に
よ
り
、
の
び
の
び
と
自
由
に

行
っ
て
居
り
、
会
設
定
‐
も
勝
手
に
定

め
ま
し
た
の
で
院
友
先
生
が
他
の
有
要

会
議
と
巾
な
り
ま
し
た
が
相
談
役
の
栄

養
課
長
さ
ん
を
は
じ
め
透
析
ス
タ
ッ
フ

も
多
散
参
加
し
て
頂
き
、
我
々
の
会
も
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和気あいあいの中にも兼剣さが-

盛
大
に
な
り
ま
し
た
.
特
に
今
回
は
'

看
護
婦
長
さ
ん
と
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の

大
坂
係
長
が
自
発
的
に
出
席
さ
れ
'
患

者
も
大
変
音
び
ま
し
た
｡
栄
養
課
長
さ

ん
の
あ
い
さ
つ
の
中
に
も
'
会
の
目
的

と
し
て
親
睦
と
組
級
と
二
つ
あ
る
と
御

理
解
の
あ
る
話
を
さ
れ
'
今
後
も
事
務

局
と
し
て
援
助
を
お
し
み
な
い
と
結
ば

れ
､
そ
の
暖
か
い
姿
勢
に
あ
ら
た
め
て

感
欺
い
た
し
ま
し
た
｡

会
の
中
味
も
大
変
で
'
司
会
も
大
忙

し
こ
i
J
ソ
チ
ヒ
ッ
タ
ー
ま
で
飛
び
出
し
､

カ
ラ
オ
ケ
大
会
も
三
曲
迄
と
制
限
し
て

も
大
盛
況
'
こ
の
辺
で
終
り
と
云
っ
て

も
､
又
そ
の
後
が
続
く
よ
う
な
始
末
'

計
画
し
て
い
た
○
×
ゲ
ー
ム
は
行
い
ま

し
た
が
､
そ
の
他
の
予
定
〆
-
ム
は
消

化
し
切
れ
ず
余
っ
た
賞
品
は
自
由
に
お

持
ち
頼
り
下
さ
い
と
云
う
事
に
な
り
ま

し
た
｡
な
ご
り
お
し
く
残
念
で
し
た
が

副
会
長
の
万
才
で
し
め
ま
し
た
｡

(
報
告
　
立
石
博
毅
)

｢
留
萌
フ
ロ
ッ
ク
ー

唱
儲
E
)
怨
但
東
◎
凹
診
夢
虫
畠
E
3

る
と
い
う
事
で
､
毎
年
行
わ
れ
て
お
り

ま
す
が
､
年
々
回
数
を
重
ね
て
い
る
内

に
'
中
に
は
相
当
練
習
し
て
い
る
方
も

お
ら
れ
る
よ
う
で
､
百
五
十
前
後
の
ス

コ
ア
を
コ
ソ
ス
ク
ソ
ト
に
出
す
方
も
お

り
ま
し
た
｡
最
初
の
内
は
〝
愛
鵬
'
愛

婦
″
と
言
っ
て
や
っ
て
い
ま
し
た
が
時

間
と
共
に
自
熟
し
た
試
合
と
な
り
結

局
'
当
会
で
最
年
少
二
〇
才
の
姫
君
が

健
勝
し
､
妥
当
な
線
と
い
う
所
で
し
.
1

う
か
｡
私
た
ち
は
一
昔
前
ま
で
は
ス
ポ
ー
ツ

を
行
う
と
1
.
日
う
事
は
'
は
っ
き
り
言
っ

て
タ
ブ
-
で
し
た
｡
し
か
し
穀
近
は
ス

ボ
ー
ッ
と
い
う
か
運
動
を
す
る
事
そ
れ

自
体
が
薬
や
注
射
を
す
る
こ
と
よ
り
計

り
し
れ
な
い
効
果
が
体
に
あ
る
よ
う
で

す
｡
私
自
身
'
今
年
で
透
析
九
十
一
年
目

と
な
り
ま
す
が
こ
の
日
は
ふ
と
時
の
流

れ
を
感
じ
ま
し
た
｡

こ
の
後
'
ボ
ウ
リ
ン
グ
終
了
後
'
温

泉
の
方
へ
移
動
L
t
　
1
年
間
を
振
り
返

り
な
が
ら
談
笑
し
'
又
来
年
へ
の
鋭
気

を
糞
い
ま
し
た
｡

来
年
も
又
是
非
､
大
勢
の
参
加
で
行

い
た
い
と
思
い
ま
す
｡
(
報
告
　
豊
島
)

今
年
も
恒
例
と
な
っ
た
'
忘
年
会
'

親
睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
が
'
去
る
十
二

月
十
日
に
市
内
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
と
神
居

岩
温
泉
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
｡

年
末
と
い
う
事
で
何
か
と
気
ぜ
わ
し

い
時
期
で
す
が
'
そ
れ
で
も
二
五
名
が

参
加
し
'
老
い
も
若
き
も
寒
風
の
中
'

さ
わ
や
か
な
汗
を
か
き
ま
し
た
｡

今
年
で
こ
の
ボ
ウ
リ
ソ
グ
大
会
も
四

回
日
を
迎
え
ま
し
て
､
-
レ
-
ソ
に
三

人
ず
つ
入
り
ま
し
て
､
l
人
三
ゲ
ー
ム

を
行
い
'
そ
の
合
計
点
で
収
位
を
き
め

●

r
_
 
T
W
w
l
.
ロ
ッ
ク
｣

畠
田
田
虫
畠
⑯
藩
串
畠

道
腎
協
の
会
見
の
皆
さ
ん
､
こ
ん
に

ち
わ
/
私
は
､
函
館
在
住
で
鳥
居
泌
尿
器
科

医
院
に
通
院
し
て
い
る
佐
藤
で
す
｡
透

析
歴
は
､
平
成
二
年
の
1
月
二
十
五
日

で
丸
E
]
年
目
に
な
り
ま
し
た
｡
今
回
は
'

プ
u
ツ
タ
便
り
と
い
う
こ
と
で
私
の
所

へ
原
稿
を
書
い
て
下
さ
い
と
頼
ま
れ
て

書
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
｡
何
を
醤
こ

●

う
か
と
迷
い
ま
し
た
が
去
年
の
十
二
月

に
行
な
っ
た
鳥
居
腎
友
会
の
忘
年
会
の

こ
と
に
つ
い
て
少
々
省
い
て
み
よ
う
か

と
思
い
ま
す
｡

鳥
居
腎
友
会
の
忘
年
会
は
平
成
元
年

十
二
月
十
七
日
A
M
I
O
‥
0
0
よ
り

助
明
薬
潜
函
飽
健
康
セ
ン
タ
-
で
行
い

ま
し
た
｡
参
加
人
数
は
､
鳥
居
先
生
､

宕
護
婦
さ
ん
も
入
れ
て
二
〇
名
で
し



ごちそうを食べてつい話もはずみます

前列左J:り､佐藤さん､永井さん､芋川さん

中列　も井先生　後列　喪神明さん

た
｡
病
院
前
に
集
合
し
て
送
迎
パ
ス
に
て

健
康
セ
ソ
ク
ー
へ
｡
つ
い
て
か
ら
宴
会

の
始
ま
る
1
二
時
ま
で
薬
あ
の
方
で
の

ん
び
り
と
過
ご
し
ま
し
た
｡
貰
天
風
呂
'

パ
イ
プ
ラ
パ
ス
､
寝
風
呂
､
サ
ウ
ナ
'

水
風
呂
'
滝
風
呂
､
ソ
ー
ラ
ー
ゾ
ー
ン
､

そ
し
て
中
国
四
千
年
の
歴
史
の
あ
る
漢

方
薬
の
風
呂
な
ど
い
ろ
い
ろ
と
あ
る
の

で
皆
ん
な
思
い
思
い
に
楽
し
み
ま
し

た
｡
薬
湯
は
'
少
し
に
お
い
が
あ
り
ま

す
が
ず
っ
～
と
入
っ
て
い
る
と
汗
が
出

て
き
て
体
重
減
少
に
少
し
役
立
つ
よ
う

で
す
｡
ど
リ
ピ
リ
と
体
に
感
じ
る
と
藁

港
の
効
果
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
な
の
で
す
が
'
皆
ん
な
ど
リ
ピ
リ

き
て
い
る
と
言
っ
て
い
る
の
で
す
が
私

に
は
'
何
も
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
｡
お

●

か
し
い
な
～
と
に
か
く
初
め
て
な
の
で

楽
し
か
っ
た
で
す
｡
私
は
､
な
ん
た
っ

て
滋
風
呂
と
露
天
風
呂
が
気
に
入
っ
て

ま
す
｡
昼
よ
り
忘
年
会
宴
会
を
行
い
ま

し
た
｡
ま
ず
鳥
居
先
生
の
ご
あ
い
さ
つ

か
ら
始
ま
り
へ
　
ビ
ー
ル
又
は
ジ
ュ
ー
ス

で
乾
杯
し
ま
し
た
｡
鼠
呂
上
が
り
の
ビ

ー
ル
は
､
最
高
で
し
た
｡
料
理
は
､
中

華
で
し
た
｡
塩
分
を
ひ
か
え
目
に
作
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
味
は
､
ま
あ
ま

あ
と
い
う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
｡

盛
り
上
が
っ
た
と
こ
ろ
で
､
く
じ
び

き
大
会
､
そ
し
て
カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
､

も
っ
と
盛
り
上
が
り
ま
し
た
｡

唄
を
熱
唱
す
る
人
､
踊
る
人
､
手
を

●

た
た
い
た
り
笑
っ
た
り
'
人
数
こ
そ
二

〇
人
と
少
数
で
は
あ
り
ま
し
た
が
和
気

あ
い
あ
い
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま

し
た
｡
昼
間
行
う
の
は
'
始
め
て
で
し

た
が
の
ん
び
り
と
し
た
時
間
を
過
ご
せ

て
な
か
な
か
良
か
っ
た
で
す
｡
私
の
病

院
の
忘
年
会
は
'
こ
ん
な
感
じ
で
し
た

が
､
他
の
病
院
の
方
々
も
そ
れ
ぞ
れ
に

集
ま
り
忘
年
会
を
行
い
楽
し
く
一
年
の

し
め
く
く
り
を
行
っ
た
よ
う
で
す
o
　
こ

れ
か
ら
も
お
互
い
に
い
ろ
い
ろ
な
機
会

を
通
じ
て
会
員
同
志
仲
良
く
楽
し
-
過

ご
し
て
行
き
ま
し
ェ
う
｡

(
報
告
　
佐
藤
亮
美
子
)

苫
小
牧
フ
ロ
ッ
ク

『
9
≪
E
9
畠
亀
畠
白
田
G
P
畠
』

一
月
二
十
八
日
つ
く
し
会
第
二
ハ
回

総
会
策
新
年
会
が
道
腎
協
会
長
'
岩
崎

詫
氏
を
迎
え
苫
小
牧
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー

-
に
於
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
｡
午
前
中

は
総
会
で
'
会
月
二
E
]
名
'
委
任
状
五

十
五
通
出
席
で
し
た
｡
会
議
は
黙
前
の

後
'
会
長
挨
拶
'
そ
れ
に
続
い
て
岩
崎

道
腎
協
会
長
か
ら
患
者
会
の
運
動
に
つ

い
て
'
又
骨
租
懸
症
に
つ
い
て
の
話
が

あ
り
'
続
い
て
八
九
年
度
事
業
報
告
､

決
井
､
九
〇
年
度
事
業
計
画
へ
予
井
､

会
則
1
部
改
正
が
提
出
さ
れ
､
会
員
の

意
見
か
ら
t
部
修
正
さ
れ
東
認
さ
れ
ま

し
た
｡そ
れ
は
事
務
局
長
同
様
､
庶
務
会
計

担
当
に
手
当
を
出
す
事
､
腎
提
供
キ
ャ

ソ
べ
-
ソ
に
も
っ
と
塞
点
を
お
き
予
弟

づ
け
も
多
-
す
る
と
云
う
事
が
修
正
さ

れ
ま
し
た
o
　
ま
た
役
員
改
選
で
は
会
長

小
林
勝
市
､
副
会
長
長
片
岡
訴
1
'
新

沼
和
好
'
事
務
局
長
鹿
岡
達
夫
､
庶
務

担
当
伊
藤
粋
裕
､
会
計
担
当
松
浦
範
子
､

会
計
監
査
岡
崎
博
之
'
佐
々
木
樹
､
各

病
院
幹
事
は
各
病
院
間
で
後
は
ど
決
め

る
事
に
し
掩
会
を
終
了
し
ま
し
た
｡

総
会
の
時
間
を
一
時
間
半
と
み
て
い

た
の
で
す
が
少
々
足
り
な
い
様
で
来
年

の
反
省
材
料
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
C

午
後
は
新
年
会
と
な
り
､
少
丑
の
ビ

ー
ル
'
ジ
ュ
ー
ス
を
飲
み
な
が
ら
御
馳

走
を
食
べ
､
テ
ー
ブ
ル
が
三
つ
に
分
か

れ
て
は
い
ま
し
た
が
'
そ
れ
ぞ
れ
が
和

気
あ
い
あ
い
で
二
時
間
が
あ
っ
と
い
う



総会出席者で

岡本稲蛙さん

間
に
過
ぎ
て
し
ま
い
､
話
の
途
中
で
お

開
き
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
｡
来
年

は
今
年
出
席
し
た
方
々
が
全
月
元
気
で

参
加
し
'
更
に
今
年
出
席
出
来
な
か
っ

た
会
員
も
多
数
参
加
し
て
く
れ
る
事
を

希
望
し
て
い
ま
す
｡

(
報
告
　
贋
岡
)

巌
儲

-
恩
h
.
菅
ノ
ウ
.
J

払
⑯
海
猫
樋
田
色

瀞
国
毎
窃
鎗
E
9
台
曹

同
気
も
明
る
く
な
り
ま
し
た
｡
透
析
科

は
副
院
長
の
垂
水
先
生
を
中
心
に
､
茄

護
士
さ
ん
二
名
'
覇
護
好
さ
ん
二
名

の
ス
タ
ッ
フ
が
昼
夜
意
欲
的
に
活
動
さ

れ
､
と
て
も
親
切
な
茄
護
に
よ
り
患
者

一
同
､
何
も
か
も
全
部
〟
お
ま
か
せ
〟

と
い
う
状
況
で
あ
り
ま
す
｡
本
当
は
そ

れ
で
は
い
け
な
い
こ
と
と
は
思
っ
て
い

る
の
で
す
が
･
‥
｡

そ
れ
で
は
次
に
私
た
ち
の
腎
友
会
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
｡
私
が
導
入
し
た

頃
は
仲
間
の
数
も
一
五
-
二
〇
人
位
で

し
た
が
今
で
は
六
〇
人
を
越
す
大
世
帯

と
な
っ
て
い
ま
す
o
　
当
初
患
者
会
は
な

か
っ
た
の
で
す
が
､
患
者
間
の
親
睦
会

と
い
う
こ
と
か
ら
膏
-
し
て
患
者
会
設

立
の
話
が
ま
と
ま
り
､
室
蘭
地
方
腎
友

会
の
会
月
と
し
て
伊
達
日
赤
腎
友
会
が

結
成
さ
れ
ま
し
た
｡
現
在
の
会
月
数
は

三
九
名
で
す
.
患
者
会
が
設
立
さ
れ
た

透
析
仲
間
の
皆
さ
ん
､
私
が
通
院
し

て
い
る
伊
達
日
赤
病
院
と
仲
間
を
紹
介

致
し
ま
す
｡
病
院
は
伊
達
市
内
を
通
る

国
道
三
七
号
線
沿
に
あ
り
ま
す
｡
九
階

建
て
の
ピ
ル
は
市
内
で
T
番
高
い
建
物

で
す
の
で
す
ぐ
わ
か
り
ま
す
｡
二
年
前

に
改
築
さ
れ
た
ば
か
り
で
'
以
前
は
古

び
た
時
代
も
の
で
し
た
の
で
院
内
､
外

と
も
暗
い
イ
メ
ー
ジ
で
し
た
が
'
現
在

で
は
近
代
的
な
す
は
ら
し
い
簸
合
病
院

と
な
り
､
地
域
の
基
幹
病
院
と
し
て
重

安
を
担
っ
て
い
ま
す
｡
絵
ベ
ッ
ト
数
は

四
〇
〇
床
あ
り
透
析
科
は
二
四
床
で
夜

間
透
析
も
行
っ
て
い
ま
す
｡

私
が
導
入
し
た
当
時
は
透
析
墓
は
狭

く
暗
い
部
屋
で
し
た
が
'
今
で
は
と
て

も
広
い
透
析
室
と
脱
衣
室
兼
休
息
室
を

設
置
し
て
い
た
だ
き
治
療
を
受
け
る
穿

●

こ
と
に
よ
っ
て
か
わ
っ
た
こ
と
は
日
ご

ろ
か
ら
の
患
者
さ
ん
の
不
平
不
満
が
解

消
さ
れ
'
親
睦
が
深
ま
り
｡
大
変
穿
田

気
が
よ
く
な
り
ま
し
た
｡
透
析
後
は
休

息
室
で
テ
ト
フ
ル
を
囲
み
､
透
析
生
活

で
の
悩
み
や
､
問
題
な
ど
に
つ
い
て
世

間
話
を
ま
じ
え
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い

ま
す
｡
ど
こ
の
病
院
で
も
同
じ
か
と
思

い
ま
す
が
水
分
､
塩
分
へ
　
カ
リ
ウ
ム
等

の
摂
取
法
に
つ
い
て
の
悩
み
で
す
｡

1
年
間
の
行
事
と
し
て
は
あ
ま
り
活

発
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
'
春
に
は
お
花

見
'
秋
に
は
観
楓
会
等
を
行
っ
て
い
ま

す
｡
な
る
べ
く
全
月
参
加
と
い
う
こ
と
で

病
院
で
パ
ス
を
出
し
て
下
さ
り
'
ま
た
'

費
用
の
援
助
も
し
て
い
た
だ
き
'
ス
タ

ッ
フ
の
皆
さ
ん
と
l
緒
に
楽
し
ん
で
い

ま
す
o
　
そ
の
他
'
先
生
'
ス
タ
ッ
フ
と

の
憩
議
会
も
時
々
行
っ
て
い
ま
す
｡
そ

の
結
果
'
食
事
の
不
満
や
'
透
析
治
療

の
面
な
ど
改
善
さ
れ
'
ス
タ
ッ
フ
と
の

コ

,

J

'

ユ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ソ

が

と

て

も

よ

く

な
り
ま
し
た
｡

こ
の
よ
う
に
病
院
で
の
環
境
は
よ
-

な
り
ま
し
た
が
､
し
か
し
な
ん
と
云
っ

て
も
､
私
た
ち
の
願
い
は
一
目
も
早
く

透
析
の
苦
し
み
か
ら
脱
出
す
る
こ
と
で

す
｡
そ
れ
に
は
､
腎
パ
ン
ク
の
豊
壌
老



伊達日赤病院　腎友会の皆さん

全員で妃念写央

増
を
計
り
､
脳
死
の
問
題
の
解
決
を
計

り
､
ど
こ
の
病
院
で
も
腎
移
柵
が
出
来

る
よ
う
な
体
制
を
早
急
に
実
現
し
て
も

ら
い
た
い
こ
と
で
す
｡

●

私
た
ち
を
と
り
ま
-
医
療
環
境
は

年
々
厳
し
-
な
り
､
国
で
は
透
析
費
用

の
一
部
を
患
者
負
担
に
す
る
と
い
う
全

額
公
兜
負
担
の
制
度
を
後
退
さ
せ
ま
し

た
｡
私
た
ち
は
こ
う
し
た
行
政
の
動
き

に
対
し
て
一
致
団
結
し
て
対
処
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
｡

会
員
の
皆
さ
ん
､
そ
し
て
会
月
で
な

い
皆
さ
ん
も
私
た
ち
の
置
か
れ
て
い
る

現
状
を
よ
く
理
解
し
､
こ
れ
か
ら
の
私

た
ち
の
や
る
べ
き
活
動
を
考
え
て
み
る

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
｡
皆
さ
ん
'

頑
張
り
ま
し
ょ
う
｡

伊
達
日
赤
病
院
腎
友
会
　
岡
本
鴨
雄

(
透
析
歴
　
六
年
半
)

宴
会
時
に
は
'
ピ
ソ
.
コ
ゲ
ー
ム
､
紙

つ
な
引
き
ゲ
ー
ム
､
ク
イ
ズ
な
ど
や
っ

て
'
全
山
が
持
ち
き
れ
な
い
ほ
ど
の
m
人

品
に
音
ん
で
い
ま
し
た
o
特
に
大
抽
せ

ん
会
で
は
'
釧
路
な
ら
で
は
の
｢
は
っ

け
の
開
き
｣
が
箱
に
い
っ
ぱ
い
差
し
入

れ
さ
れ
､
盛
り
上
が
ら
せ
て
-
れ
ま
し

た
｡
穀
後
に
今
年
一
年
､
皆
さ
ん
が
元
父

で
過
ご
せ
る
よ
う
､
万
歳
三
唱
で
締
め

く
く
り
'
マ
ン
ネ
リ
化
し
た
新
年
会
も
､

無
額
終
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
｡

参
加
者
み
ん
な
'
料
理
と
n
曾
岬
に
満

足
し
た
様
子
で
'
家
路
に
向
い
ま
し
た
｡

(
報
告
　
長
岡
)

r
鋸
屑
丁
□
旦

唱
潮
田
G
P
畠

『
鹿
野
参
⑯
田
宙
』
管
長
g
h
遠
野
帽

の
料
理
を
つ
ま
ん
で
い
ま
し
た
o

L
北
見
プ
ロ
ッ
C
1
 
-
J

昌
垣
白
合
同
菅
田
G
T
畠
田
但

去
る
1
月
二
十
1
日
(
日
曜
日
)
午

前
二
時
よ
り
､
市
内
の
栄
町
会
館
に

お
い
て
､
釧
路
地
方
野
太
会
恒
例
の
新

年
会
が
'
い
つ
も
参
加
し
て
く
だ
さ
る

皆
さ
ん
方
'
約
四
〇
名
で
行
わ
れ
ま
し

た
｡
釧
腎
会
の
上
田
会
長
よ
り
年
頭
の
あ

い
さ
つ
'
続
い
て
釧
腎
会
廠
問
の
伊
藤

道
議
t
 
5
.
前
橋
市
議
の
あ
い
さ
つ
､
次
に

乾
杯
､
宴
会
に
入
り
'
そ
れ
ぞ
れ
好
み

北
見
地
方
腎
友
会
の
新
年
会
が
'
一

月
二
十
八
日
(
日
曜
日
)
　
の
お
昼
頃
よ

り
催
さ
れ
ま
し
た
｡

族
館
を
経
営
し
て
い
る
患
者
さ
ん
方

で
行
わ
れ
ま
し
た
｡
参
加
者
は
t
 
T
一
〇

数
名
の
参
加
で
あ
り
ま
し
た
が
'
普
段

な
か
な
か
参
加
出
来
な
か
っ
た
会
見
方

連
が
､
時
間
を
さ
い
て
参
加
し
て
-
れ

ま
し
た
｡
三
病
院
で
の
新
年
会
の
た
め
'

普
段
な
か
な
か
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
も

な
い
の
で
'
久
し
ぶ
り
に
合
う
人
､
始

め
て
参
加
し
た
人
､
透
析
歴
の
長
い
人
'

短
い
人
と
集
ま
り
､
食
事
の
事
'
各
病

院
の
透
析
の
番
'
生
活
の
不
等
と
題
し



食べきれないほどごちそうが

早くもムームー壷の人もいます

に
花
が
咲
き
､
カ
ラ
オ
ケ
が
と
び
だ
す

や
ら
で
和
気
合
々
の
う
ち
に
'
記
念
写

共
を
最
後
に
終
了
致
し
ま
し
た
｡

料
理
も
､
ナ
+
(
物
､
虎
き
物
と
l
通

り
の
料
理
を
出
し
て
い
た
だ
き
､
食
べ

き
れ
な
い
御
馳
走
と
､
ビ
ー
ル
や
ジ
ュ

ー
ス
と
水
分
を
気
に
し
な
が
ら
､
も
く

も
く
と
箸
を
す
す
め
て
い
ま
し
た
｡

会
費
以
上
に
出
し
て
も
ら
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
､
感
謝
の
念
に
た
え
ま
せ

ん
｡
尚
､
今
回
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
､

会
と
し
て
は
､
予
定
を
し
て
お
り
ま
し

た
が
'
な
か
か
な
取
り
組
め
ず
に
い
た

所
､
1
人
の
会
員
の
方
が
｢
ぜ
ひ
'
や

ろ
う
よ
｣
と
'
云
っ
て
来
た
の
で
｢
ま

か
せ
る
か
ら
､
や
っ
て
よ
｣
と
云
う
と

｢
よ
し
､
や
っ
て
や
る
よ
｣
と
い
い
､

1
人
の
役
月
を
さ
そ
っ
て
'
集
内
か
ら

会
場
､
時
間
等
す
べ
て
を
や
っ
て
-
れ

ま
し
た
｡

現
在
の
患
者
活
動
で
は
､
協
力
者
が

少
な
く
､
し
り
ご
み
が
ち
の
中
で
'
故

極
的
か
つ
l
生
懸
命
に
'
や
っ
て
-
れ

ま
し
た
車
は
､
大
変
意
義
の
あ
る
新
年

会
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
｡

(
報
告
　
西
木
戸
)

岩
見
沢
ブ
ロ
ッ
ク

庖
爵
q
D
診
%
菅
田
専
念

一
月
二
十
八
日
㈱

今
日
は
､
岩
見
沢
腎
友
会
の
新
年
会

で
す
｡先
日
迄
､
毎
日
降
り
続
い
た
雪
も
き

れ
い
に
晴
れ
上
が
り
真
っ
青
な
空
が
広

が
っ
て
居
ま
し
た
｡

寒
波
の
彰
守
で
L
J
l
う
か
､
気
温
は

低
く
'
日
中
で
も
プ
ラ
ス
に
は
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
'
皆
さ
ん
元
気
な
顔
で

集
ま
っ
て
-
れ
ま
し
た
｡
私
は
ス
タ
ッ

フ
の
一
人
を
乗
せ
'
他
の
人
も
そ
れ
ぞ

れ
の
待
ち
合
わ
せ
場
所
よ
り
'
便
乗
し
､

会
場
で
あ
る
岩
見
沢
健
康
ラ
ン
ド
へ
到

着
､
宴
会
は
1
時
か
ら
な
の
で
す
が
､

皆
さ
ん
御
存
知
の
様
に
こ
こ
は
健
康
ラ

ン
ド
､
風
呂
は
も
ち
ろ
ん
サ
ウ
ナ
が
あ

り
ま
す
｡

普
段
な
ら
ビ
ー
ル
や
ジ
ュ
ー
ス
な
ど

●

飲
み
た
-
と
も
我
慢
の
し
ど
こ
ろ
､
だ

が
今
日
は
､
多
少
は
､
飲
ん
で
食
べ
た

い
､
せ
め
て
少
し
で
も
サ
ウ
ナ
で
汗
を

流
し
て
お
こ
う
と
思
う
の
が
透
析
患
者

な
ら
､
誰
も
が
考
え
る
事
で
し
.
1
う
か
｡

早
-
か
ら
来
て
ひ
と
汗
流
し
た
人
達
が

ム
ー
ム
ー
姿
で
首
に
タ
オ
ル
を
巻
き
意

気
揚
々
と
く
つ
ろ
ぎ
雑
談
し
て
居
ま
し

た
｡

1
人
'
ま
た
一
人
と
や
っ
て
乗
る
仲

間
に
｢
や
あ
-
御
苦
労
さ
ん
｣
､
め
っ
た

に
逢
う
事
も
な
く
な
っ
た
c
A
P
D
の

人
達
の
顔
を
見
て
は
｢
お
久
し
振
り
｣

｢
元
気
で
し
た
か
｣
と
誰
か
ら
も
声
が

か
か
り
和
気
あ
い
あ
い
｡

い
よ
い
よ
会
長
の
挨
き
つ
で
宴
は
始

ま
り
ま
し
た
｡
時
計
も
1
時
を
廻
っ
た

頃
'
肯
ん
な
お
腹
も
空
い
て
い
て
'
乾

●

杯
の
ピ
ー
ル
が
や
た
ら
喉
に
し
み
ま

す
｡
｢
う
ま
い
｣
と
思
わ
ず
声
が
飛
び
交

う
､
皆
ん
･
t
t
満
足
気
で
あ
り
ま
す
｡
料

理
に
も
辛
が
伸
び
､
に
わ
か
に
盛
り
上

が
っ
て
き
ま
し
た
｡
監
事
さ
ん
の
配
慮

で
｢
料
理
は
､
塩
分
ひ
か
え
め
に
し
て

あ
り
ま
す
｡
安
心
し
て
食
べ
て
下
さ
い
｣

と
の
説
明
で
ま
た
ひ
と
き
わ
盛
り
上
が

り
ま
し
た
｡

ひ
か
え
め
に
飲
ん
で
食
べ
て
お
し
ゃ

べ
り
も
統
き
時
間
が
建
ち
ま
す
.
い
つ

も
顔
を
合
わ
す
仲
間
で
も
よ
く
は
知
ら

な
い
'
で
も
こ
ん
な
場
所
だ
と
少
し
つ

つ
で
は
あ
る
が
｡
そ
れ
ぞ
の
素
顔
が
見

え
て
来
る
気
が
し
ま
し
た
｡



食事は塩分ちょっとひかえEl

新年会に参加したみなさんで

皆
ん
な
陽
気
で
明
る
く
誰
も
が
病
気

と
闘
っ
て
る
と
は
思
え
な
い
程
で
あ
り

ま
す
｡
一
人
だ
と
悩
み
苦
し
み
ー
く
じ

け
そ
う
に
な
る
額
も
あ
る
が
､
こ
う
し

て
大
勢
の
仲
間
を
見
て
い
る
と
勇
先
が

出
て
来
ま
す
.

皆
ん
な
家
庭
を
営
み
お
の
お
の
の
環

境
の
中
で
強
-
た
-
ま
し
く
生
き
て
い

る
事
を
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
｡

そ
し
て
､
ま
た
､
自
分
も
皆
ん
な
に

負
け
ず
'
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
｡

そ
れ
と
同
時
に
'
健
康
で
居
る
事
が

何
よ
り
も
大
事
な
額
､
一
人
で
も
体
調

を
漬
す
と
誰
も
が
自
分
の
解
の
様
に
辛

い
も
の
で
す
｡

患
者
会
は
'
一
個
の
生
き
物
の
様
に

思
え
ま
す
｡
だ
か
ら
自
分
だ
け
の
為
じ

ゃ
な
く
'
仲
間
の
為
に
も
元
気
で
生
き

抜
く
ま
任
が
あ
る
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
｡
少
し
の
ア
ル
T
l
I
ル
で
す
が
､
芳
田

先
も
手
伝
っ
て
か
皆
ん
な
楽
し
そ
う
.

今
回
始
め
て
参
加
し
て
く
れ
た
ス
タ

ッ
フ
が
ま
た
似
気
な
の
で
す
｡

患
者
に
交
じ
っ
て
1
人
だ
け
の
ス
タ

ッ
フ
の
為
か
最
初
は
遠
慮
気
味
で
し
た

が
す
ぐ
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
､
飲
み
っ

ぷ
り
も
立
派
な
事
､
話
し
声
も
笑
い
声

も
豪
快
で
'
皆
ん
な
し
ば
し
は
そ
の
彼

●

い
､
ス
タ
ッ
フ
の
方
の
挨
拶
で
幕
を
閉

じ
る
事
に
し
ま
し
た
｡

｢
皆
さ
ん
と
一
緒
に
食
べ
れ
て
と
て
も

お
し
い
か
っ
た
-
｣

｢
皆
さ
ん
と
一
緒
に
参
加
出
来
て
と
て

も
解
し
か
っ
た
-
｣

｢
ま
た
来
年
も
是
非
…
｣

と
‥
ロ
っ
て
沓
ん
で
く
れ
ま
し
た
｡
私

は
そ
の
一
日
英
を
聞
い
て
本
当
に
般
し
く

思
い
ま
し
た
.

そ
し
て
次
回
も
も
っ
と
多
く
の
仲

間
､
も
っ
と
多
く
の
ス
タ
ッ
フ
､
石
蕗

射
さ
ん
に
参
加
し
て
戴
こ
う
と
思
っ
て

い
ま
す
.
-

最
後
に
全
員
で
記
念
写
弟
を
と
っ

て
､
御
苦
労
様
で
し
た
｡(
報
告
　
進
藤
)

に
注
目
し
ま
し
た
｡

普
段
は
い
つ
も
世
話
に
な
り
な
が
ら

改
め
て
礼
な
ど
:
.
.
=
う
寮
も
な
か
っ
た
が

こ
の
時
ば
か
り
は
感
謝
の
先
持
ち
を
込

め
て
､
次
々
と
お
酌
攻
め
で
す
｡

相
変
わ
ら
ず
お
い
し
そ
う
に
飲
む
'

う
ら
や
ま
し
い
限
り
で
す
｡

そ
し
て
'
｢
こ
れ
ま
で
の
労
を
ね
ぎ
ら

い
､
こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
｣
患
者
1
同
の
気
持
ち
で
す
｡

楽
し
い
時
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ

る
も
の
'
宴
会
も
お
開
き
の
時
間
が
釆

ま
し
た
｡
こ
の
場
を
開
け
渡
す
の
も
惜

し
い
先
も
す
る
が
い
ざ
し
か
た
が
な

L
骨
プ
ロ
想
凹

『
憩
G
P
畠
9
衛
な
あ
恥
辱
』

一
月
十
四
日
へ
浦
河
日
赤
腎
友
会
恒
　
　
し
た
｡

例
に
な
っ
て
い
る
新
年
会
が
行
わ
れ
ま
　
　
　
こ
の
日
は
､
患
者
さ
ん
､
患
者
さ
ん

の
家
族
の
皆
さ
ん
へ
松
橋
ド
ク
タ
ー

木
島
ド
ク
タ
ー
'
と
三
名
の
ナ
ー
ス
の

方
々
と
総
勢
三
四
名
の
参
加
と
な
り
ま

し
た
｡お
い
し
い
ご
ち
そ
う
に
舌
鼓
を
う
ち

な
が
ら
､
余
興
の
ト
ッ
プ
を
き
っ
て
､

我
が
松
橋
ド
ク
タ
ー
､
カ
ラ
オ
ケ
で
美

声
を
披
諸
｡
そ
の
ほ
か
に
も
患
者
さ
ん

の
カ
ラ
オ
ケ
や
美
し
い
三
名
の
ナ
ー
ス

さ
ん
に
よ
る
合
唱
～
に
､
酔
い
し
れ
た

り
､
楽
し
い
ゲ
ー
ム
大
会
で
大
ハ
ッ
ス

ル
し
た
り
､
日
用
品
が
当
た
る
福
引
き



ま
で
用
意
さ
れ
、
と
て
も
楽
し
い
新
年

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

三
月
に
は
、
温
泉
旅
行
も
予
定
し
て

夕
張
ブ
ロ
ッ
ク

い
ま
す
。
み
な
さ
ん
、
体
調
を
整
え
て
、

ま
た
元
気
に
参
加
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
報
告
柳
）

。
の
固
旋
｝
臼
強
弓
昌
ａ

須藤売さん

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
て
、
障

害
を
持
っ
た
人
た
ち
の
健
康
増
進
を
図

ろ
う
と
、
心
身
障
害
児
者
直
義
事
業
が

去
る
二
月
二
十
五
‐
向
市
体
育
館
に
約

四
○
○
名
が
参
加
し
て
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　

私
達
友
の
会
も
去
年
四
月
に
加
入
し

ま
し
た
の
で
、
今
・
回
初
め
て
で
す
が
七

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
の
主
催
は
、
社
会
福
祉
協

議
会
が
中
心
に
な
っ
て
行
わ
れ
る
わ
け

で
す
が
、
こ
の
中
に
心
身
障
害
者
福
祉

団
体
連
絡
協
議
会
と
い
う
の
が
あ
っ

て
、
八
団
体
で
組
織
し
て
い
る
の
で
す
。

　

全
員
の
準
備
体
操
に
始
ま
り
①

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、
マ
イ
ム
マ
イ
ム
を

踊
り
、
②
ス
ポ
ー
ツ
で
仲
間
を
つ
く
ろ

う
と
い
う
こ
と
で
ミ
ニ
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
、
コ
一
チ
ー
ム
の
対
抗
幟
、
卓
球
、

。
ハ
ト
ミ
ソ
ト
ソ
の
自
由
参
加
な
ど
で
午

・

二

7W3
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前
中
を
過
ご
し
、
昼
食
休
憩
は
各
団
体

と
一
緒
に
特
製
の
生
寿
し
、
ジ
ュ
ー
ス

等
を
頂
き
懇
談
致
し
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
歌
謡
シ
ョ
ー
、
マ
。
シ
ッ

ク
シ
ョ
ー
で
楽
し
み
、
閉
会
と
な
っ
た

の
で
す
が
、
私
共
七
名
は
、
今
日
こ
の

ま
ま
で
の
解
散
は
も
っ
た
い
な
い
と
い

う
こ
と
に
意
見
が
一
致
し
、
岩
見
沢
健

康
ラ
ン
ド
へ
と
発
展
し
た
の
で
す
。

　

振
り
返
っ
て
、
こ
う
し
た
行
事
に
参

加
し
、
人
と
の
ふ
れ
合
い
や
気
分
の
転

換
を
計
る
こ
と
も
大
切
で
あ
り
、
又
、

同
じ
悩
み
を
持
っ
た
者
同
志
の
仲
間
を

増
や
し
、
お
互
い
に
理
解
を
深
め
る
こ

と
の
大
切
さ
を
痛
感
し
た
も
の
で
し

た
。

　

残
念
な
が
ら
私
共
は
単
に
身
体
障
害

者
で
な
く
内
部
疾
忠
の
病
人
で
も
あ
る

と
の
認
識
が
強
く
、
内
に
こ
も
り
が
ち

で
、
物
小
を
す
る
と
い
う
積
極
さ
に
欠

け
る
こ
と
と
気
力
の
不
充
分
さ
を
感
ず

る
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
行
Ｉ
に
自
ら
の
判
断
に

よ
っ
て
参
加
す
る
気
構
え
を
も
つ
こ
と

が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
こ
と
が
良
好
な
自
己
管
理
を
招

く
糧
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
報
告
須
藤
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｅ

ハ
ム
仲
間
募
集
中

　

Ｃ
Ｑ
、
Ｃ
Ｑ
、
Ｃ
Ｑ
、
２
ｍ
こ
ち
ら

は
Ｊ
Ｇ
８
Ｊ
Ｚ
Ａ
お
聞
き
の
ワ
ッ
チ
ス

テ
ー
シ
Ｊ
ン
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
コ
ー
ル

サ
ー
ビ
ス
よ
ろ
し
く
お
噸
い
し
ま
す
。

受
■
■
l
O
入
り
ま
す
。

　

と
は
、
い
っ
て
も
ま
だ
２
月
に
ゴ
ー

ル
サ
イ
ｗ
が
来
た
ば
か
り
の
ビ
ギ
ナ
ー

で
す
。

　

ど
な
た
か
、
Ｏ
Ｍ
さ
ん
色
々
教
え
て

ド
さ
い
、
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
ハ
ム

ク
ラ
ブ
を
作
ろ
う
と
、
思
っ
て
い
ま
す
。

下
記
の
Ｑ
Ｔ
Ｈ
ま
で
お
知
ら
せ
下
さ

い
。

　

で
は
全
の
上
で
、
い
つ
の
‐
か
、
お

逢
い
出
来
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。

Ａ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｕ
Ｒ
Ｒ
Ａ
Ｄ
Ｉ
Ｏ
Ｓ

Ｔ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

　
　
　

Ｊ
Ｇ
８
Ｊ
Ｚ
Ａ

　
　
　
　
　
　
　
　

Ｑ
Ｔ
Ｈ
札
帆
市

　
　
　
　
　
　
　
　

北
区

C
Ｔ
ｊ

〒
剛

Ｔ
Ｅ
Ｌ
心
．
Ｔ
Ｌ
一
一

六
－
０
．
八
四

Ｑ
Ｒ
Ａ
永
川
和
之

20



安生裕さん､文恵さFu括婚祝♯会

佐群文俊さん､百合栄さん

投

　

稿

明
日
へ
の
チ
ヤ
レ

I,, ,":R
I
室
蘭
通
信
-

〝
幸
福
へ
の
り
三
ア
ィ
ソ
グ
ベ
ル
″

が
室
蘭
地
方
で
ふ
た
つ
鳴
り
轡
き
ま
し

た
｡
昨
年
の
十
一
月
二
十
三
日
に
'
晩

秋
を
迎
え
た
洞
爺
湖
畔
で
､
そ
し
て
今

年
の
l
月
二
十
日
に
鉄
の
街
宣
秘
で
､

前
者
は
安
住
裕
さ
ん
四
二
才
(
伊
達
日

赤
病
院
､
透
析
歴
七
年
)
､
後
者
は
佐
藤

文
俊
さ
ん
二
六
才
(
新
日
鉄
病
院
'
透

析
歴
六
年
半
)
｡
二
人
は
厳
し
い
透
析
生

活
を
乗
り
越
え
'
さ
ら
に
結
婚
生
活
へ

勇
気
あ
る
チ
ャ
レ
ン
.
シ
を
し
ま
し
た
o

そ
れ
で
は
勇
知
あ
る
二
人
を
紹
介
致
し

ま

し

ェ

う

｡

安
住
裕
さ
ん
は
現
在
'
国
立
公
脱
洞

爺
湖
温
泉
街
の
対
岸
に
あ
る
洞
爺
村
の

村
役
場
に
勤
務
し
'
企
画
振
興
課
広
報

係
滋
と
い
う
菜
式
を
担
っ
て
お
り
ま

す
｡
お
嫁
さ
ん
と
の
〝
出
合
い
〟
は
-

友
人
の
紹
介
で
､
ふ
た
り
が
モ
･
シ
モ
ジ

し
て
い
る
問
に
ア
ッ
ト
い
う
間
に
回
り

が
話
を
進
め
､
気
が
つ
い
た
ら
結
解
式

と
い
う
こ
と
で
-
と
本
人
達
は
テ
レ
て

お
り
ま
し
た
が
-
～
'
お
嬢
さ
ん
は
室

胤
市
の
出
身
'
小
柄
で
笑
顔
が
と
て
も

可
愛
い
方
で
す
｡
名
前
は
文
恕
さ
ん
'

回
り
の
人
が
勧
め
た
と
お
り
､
お
似
合

い
の
カ
ッ
プ
ル
で
す
｡
お
二
人
の
愛
の

典
は
洞
爺
湖
を
見
お
ろ
す
小
指
い
丘
の

●

上
に
､
十
一
月
に
新
築
し
た
ば
か
り
ペ

ン
シ
ョ
ン
風
の
ス
テ
キ
な
家
で
す
o
本

人
い
わ
く
'
〟
皆
さ
ん
ど
う
ぞ
お
気
軽
に

遊
び
に
来
て
下
さ
い
.
パ
ー
ベ
キ
ュ
～

で

も

ご

一

緒

に

-

〟

と

い

う

こ

と

で

し

た
｡
さ
て
'
二
人
の
媒
酌
人
が
伊
達
日
赤

病
院
の
垂
水
副
院
長
と
い
う
こ
と
で
文

恕
さ
ん
が
同
病
著
か
あ
る
い
は
､
茄
盃

好
さ
ん
か
と
思
い
ま
し
た
が
.
普
通
の

人
で
し
た
｡
私
の
感
じ
た
と
こ
ろ
で
は
､

と
て
も
や
さ
し
い
'
芯
の
強
い
人
の
よ

う
で
す
｡
裕
さ
ん
は
遅
い
春
で
し
た
が
'

す
ぼ
ら
し
い
人
を
見
つ
け
ま
し
た
ネ
｡

お
め
で
と
う
ー
頑
張
っ
て
下
さ
い
｡

佐
藤
文
俊
さ
ん
は
､
当
腎
友
会
の
幹

事
で
す
｡
若
手
の
ホ
ー
プ
!
年
は
二
六

才
｡
〝
透
析
し
て
い
る
の
～
〟
と
帆
き
た

く
な
る
ぐ
ら
い
元
九
で
す
.

気
持
ち
が
や
さ
し
-
､
明
る
い
性
格

は
透
析
室
で
も
人
気
者
で
す
｡

勤
務
先
は
市
内
の
小
川
ラ
ジ
エ
タ

ー
'
彼
は
塗
装
関
係
の
仕
額
を
し
て
い

ま
す
o
彼
女
と
の
〟
出
合
い
〟
は
～
ニ

コ
ッ
と
笑
っ
て
､
グ
ル
ー
プ
交
際
で
-

い
ろ
い
ろ
と
…
｡
彼
は
津
軽
三
味
線
の

名
手
'
中
学
の
時
か
ら
､
習
い
始
め
､

二
年
前
の
東
北
'
北
海
道
大
会
で
準
優

勝
と
い
う
七
･
"
プ
ロ
の
腕
前
へ
時
々
阻

泉
ホ
テ
ル
で
演
奏
し
て
い
る
そ
う
で

す
｡

〟
三
味
線
の
音
色
〟
が
彼
女
の
心
を

と
ら
え
た
の
か
な
フ
そ
う
そ
う
彼
女
の

名
前
は
〝
百
合
の
花
〟
い
や
〟
百
合
巣
〟

さ
ん
で
す
｡
文
俊
さ
ん
に
は
も
っ
た
い

な
い
程
の
可
愛
い
方
で
す
｡
泣
か
し
ち

ゃ

ダ

メ

だ

よ

!

彼
の
結
婚
式
に
は
と
て
も
心
温
ま
る

袈
話
が
あ
り
ま
す
.

〝
お
金
が
な
く
て
式
も
あ
げ
ら
れ
な

い
″
と
し
ょ
ん
ぼ
り
し
て
い
た
彼
に
勤

務
先
の
社
長
さ
ん
が
､
二
人
の
知
ら
な

い
内
に
t
切
合
財
､
式
の
段
取
り
を
し

て
下
さ
い
ま
し
た
｡
彼
の
人
間
性
が
祉

穀
さ
ん
の
心
を
動
か
し
た
の
か
も
知
れ

ま
せ
ん
が
'
と
て
も
胸
の
熱
く
な
る
お



話
で
す
｡

結
婚
祝
資
金
に
出
席
し
た
私
た
ち
は

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
し
た
.
彼
の

民
藤
仲
間
と
'
新
日
鉄
病
院
の
古
賀
副

院
長
初
め
透
析
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
'

そ
し
て
透
析
仲
間
達
に
祝
福
さ
れ
､
彼

に
と
っ
て
は
す
は
ら
し
い
明
日
へ
の
出

発
で
し
た
｡
お
め
で
と
う
!

さ
あ
!
安
住
裕
さ
ん
､
佐
藤
文
俊
さ

ん
､
ふ
た
り
は
今
ま
で
以
上
に
節
制
し

て
､
体
調
維
持
管
理
に
努
め
な
が
ら
奥

さ
ん
と
二
人
手
を
取
り
合
っ
て
誰
に
も

負
け
な
い
幸
福
な
家
庭
を
築
き
あ
げ
て

下
さ
い
｡
奥
さ
ん
に
な
ら
れ
た
文
恵
さ

ん
､
百
合
栄
さ
ん
の
愛
と
勇
気
に
心
か

ら
拍
手
を
贈
り
ま
す
｡
〟
早
-
二
世

を
-
･
″

(
佐
藤
)

含
申
◎
抱
毘北

見
腎
衣
食
　
佐
　
藤
　
清
　
美

透
析
も
や
っ
と
三
年
白
に
な
り
'
少

し
ず
つ
余
裕
の
出
て
来
た
こ
の
ご
ろ
で

す
｡
自
分
の
く
ら
し
を
ふ
り
か
え
っ
て
み

る
と
､
以
外
と
生
活
圏
が
狭
い
の
で
お

ど
ろ
い
て
ま
す
｡
子
供
も
い
ず
､
専
業

主
婦
な
の
で
､
家
と
透
析
'
あ
と
教
会

(
私
は
､
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
な
の
で
)
を

往
復
す
る
だ
け
で
､
自
分
の
性
格
も
ふ

り
か
え
る
と
視
野
が
狭
く
自
己
中
心
的

で
し
た
｡

そ
こ
で
'
去
年
は
思
い
た
っ
て
'
何

か
自
分
で
も
社
会
の
役
に
立
つ
事
が
し

た
い
と
思
い
'
始
め
て
み
ま
し
た
｡
只
､

お
金
を
も
ら
う
仕
事
は
､
長
流
き
し
そ

う
も
な
い
の
で
'
自
分
の
で
き
る
'
さ

さ
い
な
事
か
ら
し
ま
し
た
｡

そ
れ
は
'
牛
乳
パ
ッ
ク
の
回
収
で
す
｡

地
球
的
な
環
境
破
壊
の
進
む
中
で
資
源

を
大
切
に
す
る
と
い
う
番
で
始
め
ま
し

た
(
牛
乳
パ
ッ
ク
は
'
良
質
の
パ
ル
プ

を
使
っ
て
い
る
の
で
'
捨
て
る
の
は
と

て
も
も
っ
た
い
な
い
)

本
当
に
申
し
訳
軽
度
で
す
け
ど
､
ほ

ん
の
少
し
で
も
社
会
に
役
立
っ
て
る
と

思
う
と
と
て
も
'
姶
し
く
な
り
ま
し
た
｡

●

(
回
収
し
た
牛
乳
パ
ッ
ク
の
代
金
は
'

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
飢
餓
に
あ
え
ぐ
ネ
グ
ロ

ス
島
の
人
達
に
送
る
事
に
な
っ
て
ま

す
)
今
年
は
'
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
の
活
動
を

や
っ
て
み
な
い
か
と
の
誘
い
が
あ
り
､

や
っ
て
み
る
事
に
し
ま
し
た
｡
具
体
的

に
'
ど
ん
な
活
動
を
す
る
の
か
'
ま
だ

よ
く
わ
か
ら
な
い
の
で
す
が
'
政
治
的

に
不
当
に
'
弾
圧
さ
れ
た
人
達
へ
の
支

援
と
か
'
死
刑
廃
止
運
動
な
ど
の
活
動

を
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
は
し
て
い
る
そ
う
で

す
｡
今
年
は
'
こ
の
牛
乳
バ
ッ
ク
の
回
収

と
'
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
に
力
を
入
れ
て
頑

張
り
､
つ
い
で
に
'
自
分
の
自
己
中
心

的
な
性
格
を
こ
の
活
動
を
通
じ
て
直
し

て
､
視
野
を
広
げ
て
'
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
｡

J
P
C
協
力
会
■
事
兼
中

全
腎
協
な
ど
､
三
十
団
体
約
十
五
万

人
が
加
盟
す
る
ー
P
C
(
日
本
患
者
･

家
族
団
体
協
浪
合
)
で
は
､
現
在
範
織

と
運
動
の
発
展
の
た
め
に
'
1
P
C
の

活
動
を
理
解
し
､
財
政
的
に
支
援
し
て

く
だ
さ
る
｢
協
力
会
q
<
｣
を
募
集
し
て

い
ま
す
｡

協
力
会
瓜
に
は
会
報
r
l
P
C
の
仲

間
]
を
送
付
す
る
と
と
も
に
､
毎
年
開

催
さ
れ
る
｢
全
国
交
流
集
会
｣
で
､
抽

選
に
よ
り
海
外
研
修
派
遣
を
行
っ
て
い

ま
す
｡ご
希
望
の
方
は
事
務
局
ま
で
ご
連
絡

下
さ
い
｡
一
口
　
三
千
円
で
す
｡
(
何
ロ
で
も
加

入
で
き
ま
す
)

四
月
は
租
税
強
化
月
間
で
す

全
腎
協
で
は
毎
年
四
月
を
｢
組
織
強

化
月
間
｣
と
す
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
｡

新
し
く
斗
入
し
た
患
者
さ
ん
'
入
会

し
て
い
な
い
患
者
さ
ん
な
ど
に
額
庫
的

に
声
を
か
け
て
､
入
会
し
て
い
た
だ
く

よ
う
に
し
ま
し
よ
う
｡

ひ
と
り
ひ
と
り
が
隣
の
ベ
ッ
ト
の
患

者
さ
ん
へ
｢
ひ
と
こ
え
｣
か
け
る
よ
う

な
運
動
を
進
め
て
行
き
ま
し
.
.
う
｡
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腎
性
貧
血
に

新
薬
を
最
認

厚
生
省
の
中
央
薬
事
審
議
会
は
'
十

二
月
二
十
日
､
腎
臓
の
機
能
が
働
か
な

く
な
っ
て
人
工
透
析
を
受
け
て
い
る
患

者
の
一
割
余
に
起
き
て
い
る
｢
野
性
貧

血
｣
　
に
効
-
薬
剤
エ
リ
ス
ロ
ポ
エ
チ
ン

(
一
般
名
エ
ポ
エ
チ
ソ
)
　
の
製
造
を
認

●

め
ま
し
た
｡

製
造
東
認
さ
れ
た
商
品
名
と
申
識
者

は
｢
エ
ス
ポ
ー
｣
(
麟
麟
安
酒
)
'
｢
エ
ポ

エ
ー
ド
｣
(
1
1
1
共
)
､
｢
エ
ボ
タ
ン
｣
(
中

外
製
薬
)
　
で
､
注
射
剤
で
す
｡

九
万
人
い
る
腎
不
全
患
者
の
う
ち
'

一
万
人
以
上
が
腎
性
貧
血
の
症
状
に
苦

し
ん
で
お
り
'
こ
れ
ま
で
は
輸
血
な
ど

で
対
処
し
て
い
た
も
の
で
す
o

I
R
･
航
空
運
賃
割
引
適
用
〃
‥

-
平
成
2
年
2
月
1
日
よ
り
ー

長
年
に
わ
た
る
連
動
の
成
果
に
よ

り
､
l
R
お
よ
び
航
空
運
賃
の
割
引
制

度
が
内
部
障
賓
者
に
も
適
用
さ
れ
る
事

と
な
り
ま
し
た
Q

腎
機
能
障
富
者
は
全
月
第
一
種
と
な

り
ま
し
た
｡

内
族
客
運
賃
割
引
の
概
要
〉

0
-
R
等
の
運
賃
割
引
に
つ
い
て

川
は
う
こ
う
ま
た
は
直
腸
の
機
能
障

害
に
よ
る
四
級
の
身
体
障
害
者
を

除
く
内
部
障
膏
者
を
第
一
種
身
体

障
聾
者
'
ば
う
こ
う
ま
た
は
直
腸

の
扱
能
障
告
に
よ
る
四
級
の
身
体

障
啓
者
を
第
二
種
身
体
障
害
者
と

し
ま
す
｡

･
腎
漉
病
の
患
者
は
第
l
種
と
な

り
ま
す
｡

拙
割
引
率
は
'
第
1
種
身
体
障
讃
者

が
介
護
者
と
と
も
に
乗
車
す
る
場

合
　
-
　
普
通
乗
車
券
､
定
期
乗
車

券
､
回
数
乗
車
券
及
び
普
通
急
行

券
が
介
護
者
と
も
五
割
引
で
購
入

で
き
ま
す
｡

単
独
の
場
合
は
'
畑
k
m
を
越
え
て

乗
車
す
る
場
合
　
-
　
普
通
乗
車
券

が
五
割
引
で
購
入
で
き
ま
す
｡

･
身
体
障
害
者
手
帳
を
挺
示
し
て

発
売
森
口
に
て
申
し
込
ん
で
く

●

だ
さ
い
｡

･
東
沖
中
は
必
ず
身
体
障
字
書
手

帳
を
携
帯
し
て
く
だ
さ
い
｡

○
航
空
運
丑
の
割
引
に
つ
い
て

満
十
二
歳
以
上
の
1
R
第
l
称
身

体
障
告
者
が
介
護
者
と
共
に
､
ま
た

は
単
独
で
利
用
す
る
場
合
に
介
護
者

と
も
普
通
大
人
片
道
運
斑
の
二
五
%

が
割
引
と
な
り
ま
す
｡

･
航
空
券
購
入
時
に
身
体
陣
智
者
手

帳
を
提
示
し
ま
す
.

･
航
空
機
の
搭
乗
に
際
し
て
は
､
気

圧
の
変
化
等
も
あ
り
安
全
な
旅
行

を
し
て
い
た
だ
-
た
め
に
へ
　
医
者

に
よ
る
診
断
心
‥
を
用
意
し
て
い
た

だ
-
こ
と
も
あ
り
ま
す
｡

○
身
体
障
苦
老
手
帳
の
F
J
換
え
に
つ
い

て

割
引
運
賃
に
よ
っ
て
乗
車
さ
れ
る

場
合
に
は
身
体
陣
告
老
手
帳
を
提
示

し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
の

で
､
居
住
地
を
管
轄
す
る
福
祉
事
務

所
(
手
帳
を
発
行
し
た
と
こ
ろ
)
　
に

お
い
て
､
手
帳
の
小
目
換
え
を
う
け
て

く
だ
さ
い
o

m
U
換
え
は
1
月
五
日
よ
り
行
っ
て

い
ま
す
.
簡
単
に
す
ぐ
す
み
ま
す
の

で
忘
れ
ず
7
3
き
換
え
て
く
だ
さ
い
.

〇
今
後
の
謀
確
と
し
て

今
回
適
用
か
ら
も
れ
た
患
者
達
へ

の
適
用
拡
大
､
単
独
で
の
一
〇
〇
k
m

以
内
適
用
､
さ
ら
に
有
料
道
路
の
割

引
適
用
へ
と
遊
動
を
す
す
め
て
い
き

ま

し

ょ

う

｡

J
R
北
海
道
本
社
に

役
員
四
名
で
お
礼
に

私
達
が
穀
年
待
ち
望
ん
で
い
た
内
部

障
知
日
者
へ
の
､
1
R
･
航
空
連
斑
の
割

引
制
度
が
昨
年
十
二
月
二
十
日
運
輸
省

に
よ
り
認
可
さ
れ
'
今
年
二
月
一
日
よ

り
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
o
道
腎
協
で
は
､

1
昨
年
二
月
二
日
と
､
昨
年
六
月
二
十

九
日
に
'
1
R
北
海
道
本
社
に
早
期
実



R瓶jiとi立野脇役Ll

現
の
要
請
を
し
た
経
籍
も
あ
り
'
今
年

1
月
よ
り
身
体
降
雪
老
手
帳
の
種
別
酉

換
え
が
始
ま
っ
た
の
を
親
に
､
1
月
十

六
日
に
岩
崎
会
長
'
鹿
岡
'
鈴
木
両
副

会
長
､
芳
焚
会
計
の
四
人
で
お
礼
に
行

き
ま
し
た
｡

老
人
医
療
に
定
額
払
い
制
導
入

相
.
謂
紬
は
休
E
Z
Z
透
析
加
算
を
新
設

中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会
(
厚
相

の
麻
間
塊
閑
)
　
に
二
月
二
十
三
日
'
更

生
大
臣
の
蕗
問
を
受
け
て
､
診
療
報
酬

を
平
均
三
･
七
%
引
き
上
げ
る
こ
と
を

盛
り
込
ん
だ
診
療
報
酬
点
数
表
の
改
訂

案
を
了
承
し
'
四
月
一
日
か
ら
実
施
す

る
こ
と
を
答
申
し
ま
し
た
｡

こ
の
改
定
で
は
｢
入
院
医
療
管
理
料
｣

と
し
て
'
は
じ
め
て
老
人
医
療
費
の
定

額
払
い
方
式
を
導
入
し
お
年
寄
り
に
は

ど
の
よ
う
な
治
療
を
行
っ
て
も
､
患
者

一
人
に
つ
き
1
日
い
く
ら
と
い
う
よ
う

に
1
定
額
し
か
支
払
わ
れ
な
い
仕
組
み

が
採
用
さ
れ
ま
し
た
｡

こ
の
｢
入
院
医
療
管
理
料
｣
は
､
老

人
病
院
と
し
て
認
可
さ
れ
て
い
る
病
院

を
対
象
に
患
者
1
人
に
つ
き
1
日
五
千

三
百
七
十
円
か
ら
五
千
七
百
三
十
円
の

管
理
料
を
支
払
う
と
い
う
も
の
で
､
こ

の
管
理
料
に
は
'
君
護
料
､
投
薬
料
'

●

注
射
料
'
検
査
料
が
含
ま
れ
て
お
り
､

い
く
ら
投
薬
や
検
査
な
ど
を
実
施
し
て

も
一
定
額
し
か
支
払
わ
れ
な
い
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
｡

こ
の
管
理
料
を
適
用
す
る
か
ど
う
か

は
､
病
院
側
の
選
択
に
ま
か
せ
ら
れ
て

い
ま
す
が
'
従
来
通
り
の
個
々
の
診
療

行
為
ご
と
に
点
数
を
計
井
す
る
出
来
高

払
い
制
を
継
続
す
る
病
院
に
は
､
1
日

五
〇
〇
c
c
を
超
す
点
滴
注
射
に
は
保
険

か
ら
支
払
わ
れ
な
い
よ
う
に
な
る
制
度

が
加
え
ら
れ
ま
す
｡

あ
わ
せ
て
'
保
険
か
ら
病
院
に
支
払

わ
れ
る
入
院
料
は
1
年
を
超
え
る
と
大

幅
に
減
ら
さ
れ
る
仕
組
み
も
強
化
さ
れ

て
お
り
､
お
年
寄
り
へ
の
医
療
の
質
の

低
下
'
病
院
か
ら
の
追
い
出
し
が
ま
す

ま
す
進
む
こ
と
が
心
配
さ
れ
ま
す
｡

人
工
透
析
の
医
療
費
に
つ
い
て
は
'

か
つ
て
｢
件
数
払
い
｣
と
し
て
そ
の
導

入
が
検
討
さ
れ
､
金
野
協
の
全
国
的
な

反
対
運
動
で
中
止
さ
れ
た
い
き
さ
つ
も

あ
り
ま
す
｡
今
回
､
老
人
医
療
に
こ
の

定
額
払
い
制
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
か

ら
､
高
額
な
医
療
費
を
使
う
透
析
分
野

に
医
療
費
抑
制
の
見
地
か
ら
こ
の
定
額

払
い
制
度
が
番
人
さ
れ
る
可
能
性
が
強

ま
っ
て
き
ま
し
た
｡

な
お
'
今
回
改
定
で
人
工
透
析
に
つ

●

い
て
は
､
休
日
加
井
が
は
じ
め
て
認
め

ら
れ
､
夜
間
透
析
並
み
の
加
井
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
枚
か
'
食
事
加
井
も

一
点
(
十
円
)
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
｡
ま
た
､
在
宅
医
療
推

進
政
策
の
も
と
で
t
 
c
A
P
D
寮
法
に

関
す
る
医
療
費
も
大
幅
に
増
額
さ
れ
ま

し
た
｡人
工
透
析
に
関
す
る
主
な
改
定
内
容

は
表
の
と
お
り
で
す
｡

(
全
腎
協
事
務
局
ニ
ュ
ー
ス
N
n
l
1
2
よ
り
)

今
回
の
老
人
医
療
へ
の
定
額
払
い
制

度
の
番
人
は
'
明
ら
か
に
弱
者
い
じ
め

で
あ
り
'
お
年
寄
り
が
充
分
な
治
療
を

受
け
ら
れ
な
い
ま
ま
'
医
療
現
場
か
ら

締
め
出
さ
れ
る
懸
念
が
あ
り
ま
す
｡

高
額
な
医
療
費
を
要
す
る
'
私
た
ち

透
析
息
薯
に
も
'
同
様
な
制
度
が
導
入

さ
れ
る
可
能
性
が
充
分
あ
る
わ
け
で

す
｡
私
た
ち
は
'
こ
の
様
な
暴
挙
を
決

し
て
許
す
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
｡

こ
の
様
な
医
療
福
祉
の
後
退
を
阻
止

す
る
た
め
に
も
､
組
織
を
拡
大
し
'
会

見
が
結
束
し
､
1
致
団
結
し
て
活
動
を

強
化
し
て
い
か
ね
は
な
り
ま
せ
ん
｡



人工透析に関する主な改定内容

現　　　　　　　　　　　　　　行
改　　　　　　　　　　　　　正

人工骨搬

入院中の患者以外の患者に対して､午後5時以

降に開始した場合又は午後9時以掛こ終了したナ誌

合は､所定点数に500点を加打するo

食那加i,72　61点

Bl膜潜流

連続携行式腹膜滞流

カテーテル装B'･加打　700点

在宅自己腹膜潜流指市管理料

3.200点

都迫府県知■iiに対して在宅自己腹膜潜流指鞘､

管理を行なう旨届け出た保険医療機関において在

宅自己連続携行式腹膜濯流を行なっている入院中

の患者以外の患者に対して在宅自己連統携行式胞

膜潜流に関する指鞘管理を行なった場合に､ 1月

に1回を限度としてfi走する｡

頻回指等管理加辞　　1.600点

入院中の.rLl.者以外の.TLT者に対して､午後5時以

r掛こ開始した場合若しくは午後9時以降に終了し

fL:糊合又は休E]に行なった場合は､所定点数に

500点を加罪するo

在宅自己腹膜源流指増管理料を詐定している,rLl

者について､在宅lLi臼.者訪問診察料を打定する日に

併せて行なった人工剛式のぎ管用は詐定しない｡

食Ifl;加罪　62点

カテーテル装宕加打　　　1.300点

在宅自己腹膜源流指31'Vl管理料を詐走している怒

者について､在宅!Ll.者訪問診要子料を詐定する日に

併せて行なった連続携行式腹膜源流のrr用はri定

しない｡

在宅自己腹膜子純流指i17J7T群料

3.500点

入院中の.rLl.者に対して退院時に当該指等管理を

行なっfL:糊合にも罪走するo

耕回指呼管理加m 1 ,750点

退院した.liI.者に対して退院の日から1月以内に

行なった在宅自己連続携行式Wll.股溌流に関する指

導管理の費用は㌍定しない｡

入院中の患者に対して退院時に在宅自己脱月災iW,.

流指鞘管理料を詐這すべき指鞘管理を行なった喝

合においては､退院の日の入院時医学管理料は所

定点数に含まれるものとする｡
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道
立
羽
幌
病
院
に

透
析
設
備
の
導
入
決
定

兼
ね
て
第
二
十
三
回
幹
事
会
決
定
に

基
づ
き
道
議
会
､
藤
井
議
長
に
請
願
(
六

十
三
､
二
､
二
)
　
の
道
立
江
差
'
羽
幌
'

町
立
中
標
津
病
院
の
三
個
所
に
透
析
施

設
の
設
置
方
要
望
中
の
と
こ
ろ
今
回
道

立
羽
幌
病
院
に
新
規
尊
大
が
薪
年
度
予

算
に
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
｡

今
年
十
二
月
か
ら
使
え
る
見
込
み
に

な
り
'
こ
れ
ま
で
週
に
二
-
三
回
留
萌

市
に
通
っ
て
い
た
患
者
が
羽
幌
で
透
析

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
o

l
度
に
六
人
収
容
で
き
る
予
定
と
の
こ

と
で
あ
り
ま
す
｡

事
務
局
か
ら

☆
四
国
旅
行
は
走
且
と
な
り
ま
し
た

ど
う
じ
ん
前
号
(
二
七
号
)
に
て
｡

募
典
し
ま
し
た
四
国
の
旅
は
定
員
と

な
り
ま
し
た
の
で
､
締
め
切
ら
せ
て

い
た
だ
ま
す
｡

ど
う
じ
ん
発
行
と
同
時
に
た
く
さ
ん

の
方
の
申
し
込
み
を
い
た
だ
き
､
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
｡

な
お
'
全
腎
協
稔
会
に
出
席
な
さ

り
た
い
方
は
､
全
腎
協
恥
1
1
1
の
二
六

ベ
-
じ
参
照
の
う
え
､
道
腎
協
事
務

局
へ
申
し
込
ん
で
下
さ
い
｡

☆
身
熊
手
唖
の
書
換
え
は
す
み
ま
し
た

か

l
R
･
航
空
運
賃
割
引
が
内
部
障

啓
者
の
手
帳
も
書
き
換
え
る
番
と
な

り
ま
し
た
｡

手
帳
を
も
っ
て
各
市
町
村
の
福
祉

事
務
所
(
手
帳
を
発
行
さ
れ
た
と
こ

ろ
)
へ
行
っ
て
事
き
換
え
て
下
さ
い
｡

手
統
き
は
簡
単
で
す
｡

☆
投
輔
募
集
☆

機
関
紙
〝
ど
う
じ
ん
″
　
へ
の
投
稿

を
募
集
し
て
い
ま
す
｡
ど
ん
な
事
で

も
良
い
で
す
｡

透
析
の
事
'
日
常
生
活
の
番
'
趣
味
､

特
技
､
旅
行
'
仕
事
､
そ
の
他
'
イ

ラ
ス
ト
な
ど
も
募
集
し
て
い
ま
す
｡

患
者
さ
ん
､
ご
家
族
の
方
'
ス
タ
ッ

フ
の
方
な
ど
'
ど
し
ど
し
お
寄
せ
下

さ
い
｡ま
た
〝
ど
う
じ
ん
〟
を
読
ん
で
の

感
想
'
意
見
'
要
望
な
ど
も
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
､
お
寄
せ
下
さ
い
｡

特
に
〝
ど
う
じ
ん
″
に
こ
ん
な
事

を
載
せ
て
は
し
い
な
ど
の
ご
意
見
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
'
お
聞
か
せ
下
さ

､
●

☆
表
批
用
写
大
募
集

〝
ど
う
じ
ん
″
　
の
衷
紙
用
の
写
英
を

募
集
い
た
し
ま
す
｡

写
真
(
白
馬
が
良
い
で
す
)
｡
写
実

の
簡
単
な
説
明
な
ど
を
添
え
て
事
務

局
へ
送
付
し
て
下
さ
い
｡

必
ず
本
人
の
撮
っ
た
も
の
に
限
り

ま
す
｡な
お
'
次
号
は
六
月
中
旬
こ
ろ
発

行
予
定
で
す
の
で
､
五
月
中
旬
こ
ろ

に
締
め
切
り
ま
す
.
　
今
号
の
写
英

は
'
編
集
委
員
の
永
田
さ
ん
が
写
し

ま
し
た
｡

編
集
後
記

今
回
'
札
幌
で
死
体
腎
移
植
を
受
け

ら
れ
た
t
 
A
さ
ん
､
B
さ
ん
良
か
っ
た

で
す
ね
､
私
達
北
海
道
の
患
者
に
も
希

望
が
出
て
き
ま
し
た
.
　
　
(
鈴
木
)

最
近
'
始
め
た
趣
味
の
ハ
ム
に
没
頭

し
て
､
夜
夜
Q
S
O
(
交
信
)
し
て
い

る
毎
日
で
す
｡

お
か
げ
で
生
活
の
サ
イ
ク
ル
が
､

変
っ
て
し
ま
い
､
朝
寝
坊
し
て
い
ま
す
｡

(
永
田
)

○
野
性
貧
血
で
悩
ん
で
お
ら
れ
た
透
析

患
者
へ
待
望
の
エ
-
ス
ロ
ボ
エ
チ
ソ
の

製
造
東
語
が
お
り
､
こ
の
4
月
か
ら
に

も
l
奴
に
使
用
さ
れ
る
事
で
し
ょ
う
｡

○
事
務
局
長
の
堀
井
さ
ん
が
'
副
甲
状

腺
畿
能
克
進
症
の
手
術
で
入
院
し
て
い

る
た
め
'
事
務
局
は
大
変
で
し
た
｡

飯
村
さ
ん
'
鈴
木
さ
ん
'
も
う
少
し

の
辛
抱
で
す
.
頑
張
っ
て
下
さ
い
｡
(
村
本
)

道
内
で
九
年
ぶ
り
の
死
体
腎
移
植
､

エ
リ
ス
ロ
ボ
エ
チ
ソ
の
製
造
承
認
､
I

R
･
航
空
運
賃
割
引
着
用
､
そ
し
て
羽

幌
へ
の
透
析
設
備
導
入
と
明
る
い
話
層

が
次
々
と
思
い
つ
つ
も
､
毎
年
の
保
険

点
数
切
り
下
げ
'
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
で

す
ね
｡
が
ん
ば
ら
な
く
っ
ち
ヤ
(
坂
村
)



≪森永低リンミルクL.P.Kを利用した献立例≫

森永低リンミルクの成分

たんばく門　　　　　　3g

リ　　　　ン　　　　　　16mg

カリ　ウム　　　　　　80mg

カルシウム　　　　　　120mg

扶　　　　　　　1.2mg

カ　ロリ　ー　　　　　91.8Kcal

低リンミルク20gを水80ccで

といたもの

☆抹茶アイス

材料

○低リンミルクLP.K　20g(1本)

○水　　　　　　　　　　80C.C.

o抹茶　　　　　　小さじ1

上のものを全部まぜてフリー

ジングするだけo

砂糖は入れなくても十分にお

いしい｡

☆ヨーグルト

材料　　出来上り　500g

温f易(約40℃ )　　　　　3()Occ

低リンミルクLPK　　　80g(4本)

砂糖　　　　　　　　　　　4g

ビヒタスヨーグルト　125g

o低リンミルクLP.Kを人肌くらいの塩渇でよくとく.

oデマが残らないのを確認し､次にビヒデスヨーグルトを入れてよくまぜあわせる｡

○砂糖を少々加え､密閉容器(コーヒーぴんやジャムぴん)に移しかえオープンで

｢発酵｣(40℃付)の目盛にあわせて7-8時間(一環夜)放7.1:D

oあら熱をとり､冷蔵樺に入れ冷えたら器にもりシロップ(またはジャム)をかけ

ていただく｡

01週間くらいはもつので作りおきができます｡

森永低リンミルクについてのお問い合せ

森永乳業㈱札幌支社　栄華食品販売鞍
TEL( 01り-865-282ほで

難='使用L=は書門医のご指gIL=従ってください｡



後援　北海道腎臓病患者連絡協議会
'90^L透析ツアー

シンガポール･香港　6日間
《予定出発日≫　　　　9月上旬

≪利用予定航空会社≫　　　日本航空

≪ご旅行代金≫　　　　250 , 000円前後

※別途透析費用　　シンガポール　　780シンガポールドル

香　　　　港　2,500ホンコンドル

日本円換算　約100,000円(2回分)

≪病　院　名≫　　　　シンガポール:S&J透析センター

香　　　　港:パシフィック･タイアリシス･

センター

≪予定募集人員≫　　　20名　　※添乗員･看護婦同行

お問い合わせ･お申し込み･資料珊求先

近畿日本ツーリスト株式会社
札幌中央支店

札幌市中央区北4東西1丁目　共済ビル地階

℡oll-281-3801

担当　庵(イオリ)

兼尚､詳細につきましては｢どうじん｣

次号にてご案内いたします｡
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